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本書は、大阪府八尾市老原 1丁 目地内で実施 した道路新設工事に伴う発掘調査の報告書で

ある。

本書で報告する老原遺跡第 6次調査 (O H95-6)の 発掘調査の業務は、八尾市教育委員

会の指示書 (八教社文第埋266-3号 平成 7年 10月 4日 )に基づき、財団法人八尾市文化

財調査研究会が人尾市から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 7年 12月 4日 から平成 7年 12月 21日 (実働 14日 間)に かけて原田昌則

を担当者として実施した。面積約150♂を測る。

現地調査においては、垣内洋平・岸田靖子 。中西明美・西村和子・辻野優子が参加した。

内業整理は、現地調査終了後、随時実施し平成16年 9月 30日 に完了した。

本書作成に関わる業務は、遺物実測―伊藤静江・板野行伸・岩沢玲子・垣内・北原清子・

永井律子・村井俊子・村田知子・山内千恵子、図面 トレースー村井、遺物写真撮影一原田が

行つた。

1.本書の執筆・編集は原田が行つた。
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Ⅲ 老原遺跡第 6次調査 (O H95-6)

立早 はじめに

老原遺跡は八尾市中南部の老原 1・ 2丁 目、東老原 1丁 目に広がる古墳時代後期から鎌倉時代

に至る複合遺跡である。地理的には旧大和川の主流である長瀬川左岸一帯の標高10m前後付近を

中心に展開している。

当遺跡周辺には、南に志紀遺跡・田井中遺跡、さらに長瀬川を挟んで東に東弓削遺跡、北に矢

作遺跡、北東に中田追跡が存在している。当遺跡内においては、昭和56年度に東老原 1丁 目で八

尾市教育委員会が発掘調査を実施したのを端緒として、昭和60年度以降は当調査研究会 ,市教育

委員会により10次 におよぶ調査が実施されており、古墳時代後期から室町時代に至る遺構・遺物

が検出されている。特に遺跡推定範囲の北部に位置する老原 1丁 目地内一帝では当調査研究会に

よる第 2次調査 (O H85-2)、 第 4次調査 (O H88-4)、 第 5次調査 (O H98-5)、 および

市教育委員会による95-319調査等が実施されており、平安時代末期から鎌倉時代初頭を中心と

する居住域の広がりが確認されている。今回の調査地は上記の調査地と近接する他、南東約70m

地点の田地内には一辺が 5m程度の規模を持つ「五条宮」と称される塚が存在している。「五条

宮」については「八尾市史」等で奈良時代後期の軒丸瓦が出上したことが一部報ぜられている以

外は不明な点が多 く、今回の調査はその点においても注目される地点の調査であった。
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第 1図 調査地周辺図
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第 2章 調査概要

第 1節 調査の方法 と経過

今回の調査は平成 7年度～平成 9年度にかけて老原 1丁目地内で計画された道路新設工事に伴

う発掘調査で、本調査がその初年度にあたる。調査ではL字状に屈曲する新設道路予定地に沿っ

て上幅で2.9m(下幅2.2m)、 長さ延べ68mの調査区を設定した。調査面積は約150ぽ を測る。調

査地の地区割りについては、本事業が平成 7年度～平成 9年度にかけて 3年間継続する計画であ

ったことから、それらに対応するため本年度調査地の北西隅にXO・ YOの基点を設け、そこよ

り東西軸、南北軸で区画される一区画 5m四方の地区を設定した。本調査分では東西45m、 南北

40mを 区画し、東西方向はアルファベット 領 からA～ I)、 南北方向は算用数字 (北から1～ 8)

で示し、地区の表示はlA地区～81地区と呼称した。地点の表示には、東西線 (XO～ X40)。

南北線 (YO～ Y45)の交点の数値を使用した。掘削に際しては、現地表下約0。 9mま でを機械掘

削した後、以下0。 2～ 0。 3mについては人力掘削を行い遺構・遺物の検出に努めた。調査の結果、

現地表下1.lm前後 (標高7.9m前後)に存在する第 7層上面で平安時代後期～鎌倉時代初頭の土

坑 3基 (SK-1～ SK-3)、 溝 5条 (SD-1～ SD-3・ SD-5・ SD-6)、 月ヽ穴 1個

第2図 調査地設定図および地区割図

-62-



Ⅲ 老原遺跡第6次調査(O H95-6)

(SP-2)、 室町時代中期の溝 2条 (SD-4。 SD-7)を 検出した他、第 2・ 3層上面では

江戸時代中期の井戸 1基 (SE-1)、 石組み溝 1条 (石組み溝-1)を 検出した。遺物は遺構

内および第 6層 を中心に平安時代後期～江戸時代中期に比定される土器類、木製品、石製品等が

コンテナ 6箱程度出土している。

第 2節 基本層序

調査地点の現状は水田であり、現作土以下の堆積土層が観察できた。第 1層 の現作土以下、第

4層 に至るまで、砂質シルトが優勢な堆積土層である。第 5層 ・第 6層 は粘土質シルトを主とし

ており、第 6層 が鎌倉時代初頭～前期の遺物包含層である。第 7層 は明緑灰色の色調で極細粒砂

～細粒砂を主とする水成層で、上面が平安時代末～鎌倉時代初頭の生活面である。第 7層以下は、

細粒砂と粘上の互層で、河川氾濫に起因した堆積状況が認められる。ここでは、普遍的に存在し

た 8層 を摘出して基本層序とした。

第 1層  5Y5/1灰色砂質シルト。現作土。層厚0。 2m。 上面の標高はT.P,+9,Omで ある。

第 2a層  5Y5/3浅責色砂質シルト。床土。層厚0.05～ 0.lm。 酸化鉄・マンガンが斑点状に沈着し

ている。

第 2b層  2.5側7/1明 オリーブ灰色シルト。床土。層厚0.15～ 0.25m。 酸化鉄・マンガンが斑点状

に沈着している。細礫を含む。

第 3層  10YR6/1褐灰色砂質シルト。層厚0.1～ 0.3m。 室町時代の遺構構築面。

第 4層  10釈6/4にぶい責橙色砂質シルト。層厚0.1～ 0.25m。

第 5層  5Y5/1灰色粘土質シル ト。層厚0.1～ 0.2m。

第 6層  N5/0灰色粘土質シル ト。層厚0.2m。 平安時代末期～鎌倉時代前期の遺物を含む。

第 7層  7.5GY8/1明緑灰色極細粒砂～細粒砂。層厚0.3m以上。平安時代末期～鎌倉時代初頭の遺

構構築面。

第 3節 検出遺構 と出土遺物

1)検出遺構

井戸 (SE)
SE-1

8H・ I地区で検出した。上部は削平を受け

ており、全容は不明であるが下部に桶井戸側を

使用 し、上部に瓦井戸狽1を 積む農耕用井戸で、

河内一浩氏による近世農耕井戸分類 (河内1992)

のⅢ類にあたる。各井戸側は土圧による歪みが

顕著で、上面の形状 も楕円形に変形 していた。

検出部分で径0,72～ 0,75mを 測るもので、深さ

については1.25mま で確認 したが、以下につい

ては崩壊する危険性が危惧されたため確認でき

なかった。下部の桶井戸側は径0.7m前後、高さ

ヽ

一上
ヽ
与
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写真 l SE-1検 出状況 (北 から)
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Ⅲ 老原遺跡第6次調査(O H95-6)

0.6m前後を測る桶を2段積み重ねている。上部の瓦井戸側は井戸側用瓦 (幅 26cn・ 高さ28cm。

厚さ3 cm)を 9枚使用して一周させるもので、検出時点では2段を確認したが、井戸内からも別

の井戸側用瓦が出上していることから、本来は4段積みであった可能性が高く、構築面について

も第 2層上面付近が想定される。埋土はN3/0暗灰色粘土質シル トである。遺物は井戸側用瓦のほ

か瓦質土管等が出土している。構築時期は江戸時代中期以降が推定されよう。

土坑 (SK)
SK-1
8H地区で検出した。南部が調査区外に至るため全容は不明である。検出部分で東西幅1.29m、

南北幅0.7m、 深さ0.28mを 測るもので、底部に小穴状の窪みが 3ケ所認められる。埋土は上層

のN5/0灰色粘土質シルトと下層の10YR4/1褐灰色粘土質シル トの 2層から成る。遺物は土師器小

皿、須恵器甕、平瓦等の小破片が極少量出上しているが図化し得たものはない。

SK-2
SK-1の 北西に隣接している。北部は調査区外に至るため全容は不明である。検出部分で東

西幅0.88m、 南北幅0.5m、 深さ0.1lmを測るもので、底部はほぼ水平である。埋土は10GY6/1緑

灰色砂質シル トの単一層である。遺物は土師器小皿、瓦器椀、屋瓦等の小破片が極少量出上して

いるが図化し得たものはない。

SK-3
8F・ G地区で検出した。長方形を呈するもので、東西長1,2m、 南北長0.55m、 深さ0.09m

を測る。埋土は10GY6/1緑灰色砂質ンル トの単一層である。遺物は土師器小皿の小破片が極少量

出土しているが図化し得たものはない。

溝 (SD)
SD-1
8A～ 8B地区の南部で検出した。東西方向に伸びるもので、南肩は調査外に至 り不明のほか、

西端はSD-7に より切られている。検出部分で、検出長4.9m、 幅0.3m、 深さ0.17mを 測る。

埋土は10YR5/1褐 灰色粘土質シル トの単一層である。遺物は平安時代末期に比定される土師器小

皿・土釜、瓦器椀の小片が少量出上している。 5点 (1～ 5)を図化した。 1・ 2は土師器小皿

の小破片である。口縁部が斜上方に直線的に伸びる 1と 内湾気味に伸びる2がある。 3・ 4は和

泉型瓦器椀の体部片である。復元口径は3が14.8cm、 4が14.9cmを測る。外部は内面が共に横位

のヘラミガキ、外面は口縁部がヨコナデ、以下は指頭圧痕を残す。共に型式的には尾上編年 (尾

く更こ〒正三::三〒
====r下

ラン
ク
2

第 4図  SD-1(1～ 5)、 SD-2

0                 10Cm

(6)出土遺物実測図
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上1983)の Ⅲ-1期、年代観については森島編年 (森 島1992)に より12世紀後半が考えられる。

5は土師器焼成であるが形態からみて瓦器足釜と推定される。復元口径15,Ocm、 鍔径19,4cmを 測

る。出土遺物から遺構の廃絶時期は平安時代末期 (12世紀後半)が推定される。

SD-2
8B～ 8C地区にかけて東西方向に直線的に伸びるもので、西端でSD-6と 合流し、東端で

SD-4に 切られている。検出長3.6m、 幅0.3m、 深さ0.1lmを 測る。埋土は10GY7/1明 緑灰色

粘土質シルトである。遺物は平安時代末期 (12世紀後半)に比定される瓦器椀の小破片が極少量

出上している。瓦器椀 1点 (6)を 図化した。和泉型瓦器椀の底部で高台径5。 lcm、 高台高0.5cm

を測る。見込みのヘラミガキは格子状である。尾上編年のⅡ-3期 (12世後半)に比定される。

出土遺物から遺構の廃絶時期は平安時代末期 (12世紀後半)が推定される。

SD-3
8C～ 8E地区にかけて東西方向に直線的に伸びるもので、東端はSD-5に 切られ、西部で

は南肩をSD-4に 切られている。検出長12.6m、 幅0.43m、 深さ0.14mを測る。埋土は上層が

10GY7/1明緑灰色極細粒砂、下層が植物遺体を含む101/R5/1褐灰色シル トである。遺物は平安時代

後期 (12世紀前半)に比定される土師器小皿・台付き小皿、瓦器椀、白磁碗等が極少量出上して

いる。6点 (7～ 12)を 図化した。7～ 9は土師器小皿である。7・ 8が小破片、9が1/2残存し

ている。 7は「て」の字状口縁を呈するもので復元口径8,7cm、 器高1.Ocmを 測る。 8・ 9は共に

口縁部が斜上方に伸びるもので小さく外反する3と 直口の 9がある。色調はア・9が灰白色、 8
が淡褐灰色である。10は「ハ」の字形に開く高台部が付 く高台付皿でほぼ完形である。口径10.3cm、

器高4.8cmを 測る。色調は淡褐灰色。11は和泉型の瓦器椀で高台を欠く。復元口径15,3cmを 測る。

体部のヘラミガキは内面が横位で密、外面は中位より上に横位に粗 く施す。見込みは格子状ヘラ

ミガキを施す。尾上編年のⅡ-1

期 (12世紀前半)に 比定される。

12は 玉縁を有する白磁碗の小破片

である。森田・横田分類 (森 田・

横田1978)の碗Ⅳ la(11世紀後

半～12世紀前半)に 比定される。

出土 した瓦器椀の年代観から遺構

の廃絶時期は平安時代後期 (12世

紀前半)が推定される。
第 5図  SD-3出 土遺物実測図

SD-4
7B～ 8F地区にかけて東西方向に伸び、西端で屈曲して北に流路を変えるもので、SD-2・

SD-3・ SD-5の 一部を切っている。検出長20m、 幅0.5～ 0.7m、 深さ0.25mを測る。埋土

は粘土質シル トから極細粒砂で構成される 3層 から成る。遺物は一部の爽雑遺物を除けば室町時

代中期 (15世紀前半)を 中心とする土器類が少量出上 している。遺物からみて本来の構築面は第

4層 上面が推定される。10点 (13～ 22)を図化 した。13は土師器小皿の小破片である。復元口径

9.5cmを測る。色調は淡灰褐色である。14は 浅い椀形の体部に形骸化 した高台が付 く瓦器椀である。

復元口径 14.Ocm、 器高3.5cmを測る。体部内面のヘラミガキは 3周程度が認められる。尾上編年の

~7

Yl~/8

12

0                 10Cm
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皿 老原遺跡第 6次調査 (O H95-6)

第6図 SD-4出土遺物実測図

Ⅳ-1期 (13世紀中葉)にあたる。15。 16は瓦質摺鉢の小破片である。復元口径は15が29,6cm、

16が33.5cmを 測る。共に体部外面には乱方向のヘラケズリが施されている。16の指目は10本/2

cmである。15世紀代。瓦質土釜は 5点 (17～ 21)図化した。水平方向に付 く鍔部から口縁部が外

傾 して3段の段を有して伸びるもので端部は水平な面を呈する。体部外面は横位のヘラケズリ、

内面は17を 除いてハケ調整が行なわれている。17～ 20が森島編年のE型式 (15世紀前半)、 21が

F型式 (15世紀前半)である。22は 白磁碗の底部である。横田・森田編年の白磁碗Ⅳ la(11世

紀後半～12世紀前半)に比定される。出土遺物には時期幅があるが廃絶時期としては室町時代中

期 (15世紀前半)が推定される。

3

多
湛墾垂≡≦〔戸t≪

o                   10                 20cm

予

‐ ８

SD-5
8E～ 8F地区かけて東西方向に伸びるも

ので、西端でSD-3を 切 り、東端でSD一
4に切 られている。検出長3.8m、 幅0.2m、

深さ0,07mを測る。埋土は10GY8/1明 緑灰色粘

土質シル トの単一層である。遺物は平安時代

末期 (12世紀後半)の土師器小皿、瓦器椀の

小破片が少量出土 している。 4点 (23～ 26)

を図化した。23は和泉型の瓦器椀で1/2以上が

残存 している。口径13,9cm、 器高6.Ocmを 測る。

ミ
(【Ξ:こ:「

三三十
~~~:::ララ74:4

5

26

0                    1 0Cm
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高台は完存 しており、高台径4.4cm、 高台高0.5cmを 測る。高台側面に乾燥時に生 じた縦方向の亀

裂が 7箇所に確認できる。体部内外面のヘラミガキは横位に粗 く施す。見込みのヘラミガキは平

行線状を施す。尾上編年のⅡ-2期 (12世紀後半)に比定される。24～ 26は土師器小皿である。

25が完形、24・ 26カ Mヽ片である。25は 口径9,6cm、 器高1.3cmを測る。色調は24が灰白色、25が淡

褐灰色、26が淡灰褐色である。25の 内面に灯志油痕が残る。出土遺物から遺構の廃絶時期は平安

時代末期 (12世紀後半)が推定される。

SD-6
7A～ 7・ 8B地区にかけて検出した。西部では上部がSD-7に より削平されてお り、西端

でわずかに両肩が検出されているにすぎない。検出した状況からみて、 7B地区付近で屈曲して

さらに北方に伸びるようである。検出長 7m、 幅3.65m、 深さ0。 45mを測る。断面形状は浅い椀

状を呈する。埋土は断面形状に沿って粘土質シル トを主体とする3層が堆積している。

遺物は平安時代末期～鎌倉時代前期 (12世紀後半～13世紀初頭)に比定される土師器小皿・土

釜、瓦器椀が出土している。20点 (27～ 46)を 図化 した。27～ 35は土師器小皿である。29・ 33・

35は 完形である。上げ底ないしは水平な底部から口縁部が斜上方に小さく伸びる形態で口縁端部

は尖 り気味ないしは丸味をもって終る。口径8.0～ 9.5cm、 器高1.4～ 1.5cmを 測る。色調は淡灰褐

色系である。36は瓦器小皿である。口径9.6cm、 器高2.Ocmを 測る。体部内面は粗いヘラミガキ、

見込みに平行線状ヘラミガキを施す。時期的には12世後半に比定される。37～ 45は和泉型瓦器椀

である。そのうち図上で完形に復元可能なものは 7点 (37～ 39、 42～45)である。法量は口径

14.5～ 15,Ocm、 器高4.2～ 5,Ocmを測る。体部外面のヘラミガキは口縁部付近が中心に行われてい

るもの37。 39の他は認められない。体部内面のヘラミガキはやゃ粗めで37に ついてはヘラミガキ

が錯綜しており個々の単位は不明瞭である。見込みのヘラミガキは37～ 39が格子状、42が平行線

状、43～ 45がジグザグ状である。尾上編年のⅡ-3期～Ⅲ-2期 (12世紀後半～13世紀前半)に
比定される。40・ 41は底部のみの残存で見込みには格子状ヘラミガキを施す。高台径は40が5.0

cm、 41が5。 5cmで高台高は0.5cmを測る。尾上編年Ⅱ-3期 (12世紀後半)に比定される。46は土

師器土釜の小破片である。復元口径31.5cmを 測る。森島編年 (森島1990)の A型式 (13世紀前半)

に比定される。出土遺物から遺構の廃絶時期は鎌倉時代初頭 (13世紀前半)が推定される。

A

TP+8.00m

X33

|

N6/0灰色粘土質シル トと10GY8/1明緑灰色極細粒砂の互層
N5/0灰色粘土質シル ト
10YR4/1褐灰色粘土質シル ト

0           1m

第 8図  SD-6断 面図
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Ⅲ 老原遺跡第 6次調査 (O H95-6)
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第 9図  SD-6出 土遺物実測図

SD-7

南北方向に設定した調査区の東部に沿って伸びるもので、SD-6・ SD-8。 SD-9を 切

っている。調査では第 7層上面で検出したが本来の構築面は3層上面である。検出長は29.9mを

測る。溝幅や深さについては、断面部分から幅 3m、 深さ1.3m前後の規模で、溝幅に比してやや

深めの形状であつたことが推定される。埋土は断面形状に沿って8層からなるもので、下部層は

1 2.5CY7/1明 オリーブ灰色シル ト

2 2.5CY8/1灰 白色砂質シル ト

3 N8/0灰 白色細粒砂混砂質土

4 2.5GY3/1灰 白色シル ト混粘土

5 N6/0灰色粘土質シル ト

6 2.56Y7/1明 オリーブ灰色シル ト～粘土

7 10YR4/1褐 灰色粘土質シル ト

8 N8/0灰 白色極細粒砂～粘土質シル ト

第10図  SD-7断 面図
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第11図 SD-7出土遺物実測図

やや不均質な粘土質シル トである。遺物は室町時代中期～後半を中心とする土師器摺鉢、瓦質土

釜・火鉢・摺鉢・甕、陶器碗、屋瓦類、漆器椀等が出土 している。17点 (47～ 63)を 図化 した。

47は美濃焼の小形の天目碗である。口径5。 9cm、 器高2.9cm、 高台径2.5cmを 測る。体部内面から

体部外面下半にかけて鉄釉が施釉されている。48は小形の木製椀である。口径4.8cm、 器高4.lcm、

高台径2.3cmを測る。内外面の装飾文様については、木地に直接行われている。体部外面は墨書に

よる梅鉢文を3箇所とその間に赤色顔料による草花文が表現されているが欠損部分が不明のほか

/////
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Ⅲ 老原遺跡第6次調査(O H95-6)

全体に不鮮明でその意匠は明確でない。その他、赤色顔料により見込みに二重の円形文と口縁端

部に彩色が施されている。49は小形の瓦質土釜である。完形品で口径6.5cm、 器高5.6cm、 鍔径

11.5cmを 測る。茶釜の形態を模倣したもので、底部に黒色に変色した部分があることから、火に

かけて使用したようである。50は瓦質の平底鉢である。口径 15。 8cm、 器高6.Ocmを 測る。51～ 56

は瓦質土釜である。水平方向に伸びる鍔部から外傾して口縁部が伸びる。口縁部は無段の51と 3

段の52・ 53・ 55・ 56がある。口縁端面は内傾する51・ 52・ 55。 56、 水平な53、 僅かに窪む54があ

る。体部外面のヘラケズリは横位ないしは縦位に施されている。口縁部内面および体部内面は横

位のハケ調整が51～ 55、 ナデ調整が56である。52・ 53・ 55。 56は森島編年のE型式 (15世紀前半)

に比定される。54はタト傾する口縁部外面に2段の段を形成するもので森島編年のF型式 (15世紀

後半)に あたる。57は土師器土釜である。短 く水平方向に貼 り付けられた鍔部から口頸部が直上

方に伸びるもので、端面は内傾 している。口頸部外面に2段の段を有するが明瞭でない。内面は

口顎部が右上りのハケ、以下は横方向の後、縦方向のハケを施す。体部外面は横方向のヘラケズ

リを施す。色調は赤褐色。森島編年のH型式 (16世紀前半)に あたる。58・ 59は 内湾する国縁部

の外面に2条の沈線を持つ瓦質土釜で森島編年の I型式 (15世紀後半)にあたる。60は丹波焼の

摺鉢である。16世紀後半～17世紀前半に比定される。61は瓦質摺鉢の小破片である。復元口径

30。 7cmを 測る。口縁端部が丸 く終るもので、大和地方を中心に分布するものである。15世紀前半

に比定される。62は外反する口縁部を有する瓦質の甕である。外面の口縁部から体部にタタキ調

整が施されている。13世紀代のものか。63は 瓦質の浅鉢である。いわゆる「奈良火鉢Jに分類さ

れるもので立石堅志編年 (立石1995)の浅鉢ⅣないしはVに あたる。14世紀後半に比定される。

遺構の廃絶時期としては室町時代後期 (16世紀前半)が推定される。

SD-8
4A～ 6A地区にかけてゆるやかに蛇行しながら南北方向に伸びるもので、北端がSD-9、

東肩と南端はSD-7に より切られている。検出長12.4m、 幅0。 15～ 0.6m、 深さ0。 lmを測る。

埋土はN4/0灰色細粒砂混粘土質シル トである。遺物は出上していない。

SD-9
3・ 4A地区で検出した。北東一南西方向に伸びるもので、SD-7・ 3を切っている。検出

長4.7m、 幅0.4～ 2.2m、 深さ0.45mを測る。埋土は10GY7/1明緑灰色シルトである。遺物は出土

していない。

/1ヽ 穴 (SP)
SP-1

8H・ I地区で検出した。南部が調査区外に至るがほぼ楕円形を呈するものと推定される。検

出部分で東西幅0.55m、 南北幅0,42m、 深さ0.26mを 測る。埋土は10GY6/1緑灰色砂質シル トの

単一層である。遺物は出土していない。

SP-2
8G地区で検出した。北部は調査区外に至るため全容は不明である。検出部分で東西幅0.64m、

南北幅0.60m、 深さ0.16mを測る。埋土は上層の10∝6/1緑灰色砂質シル トと下層の10側8/1明緑

灰色粘上がほぼ水平に堆積している。遺物は鎌倉時代初頭 (13世紀前半)の上師器小皿、瓦器椀

|
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等の小破片が極少量出上しているが図化したものはない。

SP-3
8F地区で検出した。南部がSD-4に 切られているが、本来は東西方向に長い楕円形を呈す

るものと推定される。検出部分で東西幅0.63m、 南北幅0.3m、 深さ0.06mを 測る。埋土は

10GY6/1緑灰色砂質シルトの単一層である。遺物は出上していない。

石組み溝 (石組み溝)

石組み溝-1
7A地区で検出した。東部が調査区外に至るため不明な点が多いが、検出部分では拳大から

0.2× 0,4m程度を測る河原石の他、石臼・屋瓦 。土器片を使用して精円形に構築されており、規模

は東西幅0.45m、 南北幅0.37m、 深さ0.4m前後を測る。石組の構築は雑で規則性は無く、東部では

1段、西部では比較的大型の石材が 2段に組まれている。機能的には、取水升的な役割が想定で

き、東から引水した後、西側に排水するものであったと推定される。位置的には、SD― フの上

部にあたることから、同溝の埋没後に東西方向に伸びる小溝 (東壁のQ層 )に設置された施設と

第12図 石組み溝-1断面図
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Ⅲ 老原遺跡第6次調査(O H95-6)

考えられる。遺物は鎌倉時代～江戸時代中期に至る雑多な遺物がコンテナ1/2程度出上している。

6点 (64～ 69)を図化した。64は土師器土釜の小破片である。復元口径33.lcmを 測る。大和地方

を中心に分布するもので16世紀後半に比定される。65は丹波焼の摺鉢である。復元口径33.5cm、

底径13.Ocmを 測る。橘目は6本/1,7cmである。17世紀前半のものか。66・ 67は 瓦質土釜である。

共に水平方向に伸びる鍔部から口縁部カツト傾 して伸びる。口縁部は共に3段を有し、端面は水平

な面を形成している。森島編年のE型式 (15世紀前半)に比定される。68は挽き臼の下臼で中央

部の孔を境に欠損 している。復元径27.Ocm、 厚さ5。 7cmを 測る。上面の分画および溝類は不明。

石材は花闘岩である。69は長方形を呈する砥石である。 4面に使用面を認める。石材は粘板岩で

ある。遺物の性格としては石組み溝に転用された2次使用の性格を持つ。図化した遺物について

は15世紀前半から17世紀前半のものであるが、その他に江戸時代中期の肥前系陶磁器類の小破片

が10点程度出土している。帰属時期は江戸時代中期以降が推定される。

o                  10                20cm

第13図 石組み溝-1出土遺物実測図
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2)遺構に伴わない出土遺物

第 3層 、第 6層出土遺物

第 3層ならびに第 6層 から出土した 7点 (70～ 76)を 図化した。第 6層 から出土したものは瓦

器小皿 2点 (70。 71)である。71が完形品である。法量は70が口径9,Ocm、 器高2.Ocm、 71が口径

9.2cm、 器高2.3cmを測る。見込みのヘラミガキは70が格子状、71が平行線状である。70が 12世紀

後半、71に つては70よ りやや古い形態を示すものの口縁部外面のヘラミガキが行われていないこ

とから70に近い時期が想定される。共に8E地区出土。第 3層から出上したものは 5点 (72～ 76)

である。72は備前焼の摺鉢である。復元口径32.5cmを 測る。橋目は 7条/2 cm。 色調は赤褐色であ

る。間壁編年のⅣA期 (14世紀後半～15世紀前半)に比定される。 8E地区出土。73は青磁の小

形碗で体部外面に蓮弁文を施文している。口径7.4cm、 器高5,Ocmを測る。全面にオリーブ灰色の

釉を施釉後、高台畳付の釉を掻きとる。破面に漆が付着しており漆継ぎが行われたことを物語つ

ている。高台裏面に文字か記号が墨書されているが半J読できない。上田秀夫氏による編年 (上 田

1982)で は15世紀末に比定される。 7H地区の北壁で存在を確認した第 3層 を構築面とする遺構

内 (U-3層 )か ら出土。74は唐津焼の小皿で完形品である。口径10。 2cm、 器高3.Ocm、 底部径4.5

cmを測る。内面に 2 4箇所の胎土目が認められる。釉は厚めで高台部から体部中位

０

７５

70

蜘

10

第14図 第 3層 (72～ 76)、 第 6層 (70。 71)出土遺物
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Ⅲ 老原遺跡第6次調査(O H95-6)

を除く部位に施釉されている。釉色は灰緑色で細かい貫入が入るもので、体部外面上半に陶器片

が溶着 している。底部外面に墨書による「ヰ」の記号が記されている。17世紀前半に比定される

もので、出土位置が 7A地区であることから石組み溝-1に伴 う可能性が高い。75は複弁 8弁蓮

華文軒丸瓦である。瓦当面の約1/2が残存 している。中房は隆起が低 く径5.6cmを 測る。蓮子は

1+5が推定される。花弁は複弁の 8弁で花弁先端を繋げることにより間弁を表現 している。外

区に2条の圏線を飾る。外縁は高 く素文の直立縁である。焼成はややあまく、色調は淡灰褐色で

ある。本調査地を含む「五条宮」推定地内で確認された新たな軒九瓦である。時期は平安時代後

期が推定される。 8GH地 区出土。76は 玉縁付 き丸瓦である。凸面は縄タタキの後ナデ。凹面は

糸切 りによる緩弧線 と布目が認められる。胴部凹面の側縁の面取 りは幅が広い。鎌倉時代のもの

と推定される。 8E地区出土。

参考文献
・河内一浩 1992「績・近世農耕井戸試考」『関西近世考古学研究Ⅲ』関西近世考古学研究会

・尾上 実 1983「南河内の瓦器椀」『藤澤一夫先生古稀記念論集 古文化論集』藤澤一夫先生古稀記念論集利

行会 (和泉型瓦器椀の型式に使用)

・森島康雄 1992「畿内産瓦器椀の併行関係と暦年代」『大和の中世土器Ⅱ』大和古中近研究会 (和泉型瓦器椀

の実年代に使用)

・横田賢次郎・森田 勉 1978「太宰府出上の輸入中国陶磁器について一型式分類と編年を中心として一」『九

州歴史資料館研究論集 4』 九州歴史資料館
・森島康雄 1990「 中河内の羽釜」F中近世土器の基礎研究Ⅵ』日本中世土器研究会

・上田秀夫 1982「 14～ 16世紀の青磁碗の分類について」『貿易陶磁研究』NO.2 日本貿易陶磁研究会
,間壁忠彦・間壁漠子 1966～ 68・ 84「備前焼ノート」 1～ 5 F倉敷考古館研究集報』 1・ 2・ 5'18号
・立石堅志 1995「 10.瓦質土器 〔1〕 奈良火鉢」『概説 中世の土器・陶磁器 中世土器研究会編』真陽社

第 立早 まとめ

今回の調査は道路新設工事に伴う線的な調査ではあったが、平安時代後期～鎌倉時代初頭、室

町時代後期、江戸時代中期に比定される3時期にわたる遺構・遺物を検出した。なお、当初調査

地に近接する位置に奈良時代後期の軒丸瓦の出土が報ぜられている「五条宮」推定地が存在 して

いることから、これらに関連した遺構 。遺物の検出が想定された。調査の結果、遺物においては、

新たに平安時代後半の軒丸瓦が 1点 (75)出土し、新たな知見を加えたものの、遺構 。遺物に関

しては奈良時代後期に遡るものは検出されていない。

以下、検出した遺構を時期毎に槻観する。

。平安時代後期～鎌倉時代初頭

調査区全域にわたって遺構の分布が確認されているが、居住域の中核を成す土坑群や小穴群は

東部に集中する傾向が高 く、遺物包含層である第 6層 も東部を中心に形成されていることが指摘

3

-75-



される。当該期の遺構は、第 2次調査 (O H85-2)、 第 4次調査 (O H88-4)、 第 5次調査

(O H93-5)、 老原 (95-319)、 第 7次調査 (O H96-7)で検出されてお り現時点では東西

300m以上、南北350m以上の広範囲にわたる居住域の広が りが推定される。

・室町時代後期

この時期の遺構は溝 2条 (SD-4・ SD-7)が 検出されている。なかでも、南北方向に伸

びるSD-7は 幅 3m、 深さ0.8mを測る比較的規模の大 きいもので、下層部分の粘土質シル ト

の堆積は、絶えず滞水状態であったことを示 している。これらの溝の性格 としては、集落ないし

は屋敷地を囲続する堀の役割を果たしたものと推定され、この時期の調査地付近の集落形態を知

る上で貴重な資料 と言える。

・江戸時代中期

この時期の遺構 としては、sE-1・ 石組み清-1がある。 SE-1は 桶 と井戸側用瓦で形成

された井戸である。これらの形態をもつ井戸は、大和川付け替え以降の江戸時代中期以降、中河

内地域全域で通有な農耕用の井戸 と推定される。石組み溝-11よ室町時代後期のSD-7の 埋没

後に設けられた施設と考えられるもので、東部が未調査のため不明な点が多いが東部から西部に

排水する機能を果たしたものと推定される。構築時期は限定できないものの、肥前系陶磁器の存

在から江戸時代中期以降に設けられた農耕用の施設と推定される。

参考文献
・西岡三四郎 1977「五條宮古瓦」F八尾市史 文化財編』入尾市役所
。吉岡 哲 1988「第5章 歴史考古学からみた人尾 第三節 平野部の古代寺院跡と行宮跡」『増補版 八尾
市史 (前近代)本文編』八尾市役所

。原田昌則・成海佳子 1987「Ⅱ老原遺跡 (第 2次調査)」 『八尾市埋蔵文化財発掘調査慨要 昭和61年度』(財 )

八尾市文化財調査研究会報告13 (財 )人尾市文化財調査研究会
・西村公助 1989「 16老原遺跡 (第 4次調査)」 F人尾市文化財調査研究会年報 昭和63年度』(財)人尾市文
化財調査研究会報告25(財 )八尾市文化財調査研究会

。高萩千秋 1998「 Ⅱ老原遺跡 (第 5次調査)」 『(財)八尾市文化財調査研究会報告59』 (財)人尾市文化財調
査研究会

・漕 斎 1997「 2.老原遺跡 (95-319)の 調査」『人尾市内遺跡平成 8年度調査報告書 I』 八尾市文化財調査
報告36 平成 8年度国庫補助事業 人尾市教育委員会

,原 田昌則 1997「 6.老原遺跡第 7次調査 (O H96-7)」 『平成 8年度 (財)人尾市文化財調査研究会事業報
告』(財)入尾市文化財調査研究会
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Ⅳ 老原遺跡第 7次調査 (O H96-7)



例

本書は、大阪府八尾市老原 1丁 目地内で実施した道路新設工事に伴う発掘調査の報告書で

ある。

本書で報告する老原遺跡第 7次調査 (O H96-7)の 発掘調査の業務は、八尾市教育委員

会の指示書 (八教社文第埋148-3号 平成 8年 10月 23日 )に基づき、財団法人八尾市文化財

調査研究会が八尾市から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 8年 12月 2日 から平成 8年 12月 24日 (実働 15日 間)に かけて原田昌則

を担当者として実施した。面積約180ポ を測る。

現地調査においては、垣内洋平・北原清子・岸田靖子・辻野優子が参加した。

内業整理は、現地調査終了後、随時実施し平成16年 9月 30日 に完了した。

本書作成に関わる業務は、遺物実測―伊藤静江・岩沢玲子・北原・加藤邦枝・竹田貴子・

田島宣子・永井律子 。中村百合・村井俊子・村田知子・吉川一栄・若林久美子、図面 ト

レースー山内千恵子、遺物写真一原田が行つた

本書の執筆・編集は原田が行つた。
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Ⅳ 老原遺跡第 7次調査 (O H96-7)

第 はじめに

老原遺跡は人尾市の中南部に位置する老原 1。 2丁 目、東老原 1丁 目に広がる古墳時代後期か

ら室町時代に至る複合遺跡である。地理的には、旧大和川の主流であった長瀬川左岸一帯に広が

る低位沖積地上に展開している。

当遺跡周辺には、南に志紀遺跡・田井中遺跡、さらに長瀬川を挟んで東に東弓削遺跡、北に矢

作遺跡、北東に中田遺跡が存在している。当遺跡内においては、昭和56年度に東老原 1丁目で人

尾市教育委員会が発掘調査を実施したのを端緒として、昭和60年度以降は当調査研究会・市教育

委員会により10次 におよぶ発掘調査が実施されており、古墳時代後期～室町時代に至る遺構 。遺

物が検出されている。また、遺跡範囲北部の老原 1丁 目地内の田地内には「五条宮寺」と称され

る塚が存在しており、付近からは古 くに奈良時代後期の軒丸瓦が出土したことが「人尾市史」等

で報ぜられており、この付近を中心に寺院等の建築物の存在が想定されてきた。平成 7年度に本

調査地に西接する地点で行った、道路新設工事に伴う第 6次調査 (O H95-6)では、平安時代

後期の屋瓦類が出上しており、奈良時代後期段階における状況は依然不明ながら、少なくとも平

安時代後期段階において屋瓦を使用した建物がこの付近に存在したことが明らかとなった。

(O H96-7)

圭早

堅

哩
曙 町 二

流
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第 2章 調査概要

第 1節 調査の方法と経過

今回の調査は平成 7年度～平成 9年度に計画された道路新設工事に伴うもので、本年が 2年目

にあたり、調査地点は平成 7年度に実施した第 6次調査 (O H95-6)の 東側に位置する。調査

地点の現況は水田で第 6次調査地面とは段差があり本調査地の方が約0.6m程高い。L字状を呈

する新設道路予定地に幅4,Om、 長さ延べ45mの調査区を設定した。調査面積は約180ポ である。

調査地の地区割 りについては、第 6次調査 (O H95-6)の調査基準点を踏襲する形を取 り、

第 6次調査地の北西隅を基点 (XO・ YO)と して東西80m、 南北40mに わたって設定した。一

区画の単位は 5m四方で、東西方向はアルファベット (西からA～ P)、 南北方向は算用数字

(北から 1～ 8)で示 し、地区の表示は lA区～8P区 と呼称 した。地点の表示には、東西線

(XO～ X40)。 南北線 (YO～ Y80)の交点の数値を使用した (本書 P62参照)。 掘削に際して

は、現地表下約1.Om前後までを機械掘削した後、以下0.2～ 0.3mについては人力掘削を行い遺

構・遺物の検出に努めた。

調査の結果、現地表下1,2～ 1,4m(T.P.+8,4～ 8.3m)に存在する第 5層上面で平安時代後期

(11世紀後半～12世紀前半)、 鎌倉時代前期 (12世紀末期～13世紀中葉)、 室町時代前～中期 (14

世紀末期～15世紀後半)の遺構を検出した。検出した遺構には土坑 2基 (SK-1～ SK-2)、

溝19条 (SD-1～ SD-19)、 小穴17個 (SP-1～ SP-17)がある。遺物は遺構内および

第 4層 を中心にコンテナ3箱程度が出上している。

第 2図 調査地地区割り図
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Ⅳ 老原遺跡第 7次調査(O H96-7)

第 2節 基本層序

調査地点の現状は水田であり、本調査地の西側で実施した第 6次調査地との高低差は約0.6m程

度高位置にあるが、調査の結果、現作上下に盛上の存在 (0.6m前 後)が認められ、調査地点が人

工的な地形改変を受けていたことが明らかとなった。従って、第 1層が第 6次調査の第 1層 (現

作土)と 対応する。第 2層 。第 3層 が粘土質シルトを主体としている。第 3層上面が室町時代前

～中期の遺構構築面で、第 6次調査の第 3層 に対応する。第 5層上面が平安時代後期の遺構構築

面で、第 6次調査の第 7層 に対応する。普遍的に存在した 8層 (第 0層～第 7層 )を摘出して基

本層序とした。

第 0層 客土と上面は現作土。層厚0.7～ 0.8m。 現地面の標高はT,P,+9.6m前 後である。

第 1層 N6/0灰色シルト。旧作土。層厚0.lm前後。

第 2層  10GY7/1明 緑灰色粘土質シルト。層厚0.05～0.lm。

第 3層  10GY6/1緑灰色粘土質シルト。層厚0.15～0,2m。 室町時代前～中期の遺構構築面。

第 4層  10GY8/1明 緑灰色砂質シルト。層厚0.1～ 0.2m。 平安時代後期～鎌倉時代前期の遺物を

少量含む。鎌倉時代前期の遺構構築面。

第 5層 2.5GY7/1明 オリーブ灰色砂質シルト。層厚0.05～ 0.2m。 平安時代後期の遺構検出面。

第 6層  10GY7/1明 緑灰色シルト～細粒砂。層厚0。 15～ 0.3m。 面的には捉えていないが、上面

を切 り込む自然河川の存在を認める。

第 7層 10BG7/1明 青灰色粘土質シルト。層厚0.3m。

第 3節 検出遺構 と出土遺物

1)検出遺構

調査の結果、第 5層上面で平安時代後期、鎌倉時代前期、室町時代前～中期の遺構を検出した。

遺構の帰属時期は、平安時代後期 (11世紀後半～12世紀前半)の ものがSD-10・ 12・ 14、 SP一

1・ 2・ 5。 9、 鎌倉時代前期 (12世紀末～13世紀前頭)の ものがSD-1・ 2・ 6・ 7・ 17・

18、 SP-7・ 10・ 11、 室町時代前～中期 (14世紀末～15世紀後半)の ものがSK-2、 SD一

15・ 16。 19で、鎌倉時代前期の遺構については第

4層、室町時代前～中期の遺構については第 3層

上面が本来の構築面と考えられる。以下、各遺構

毎に概説する。

土坑 (SK)
SK-1
4・ 5MN地区で検出した。西部がSD-6に

切られ北部は調査区外に至るため全容は不明であ

る。検出部分で東西幅1.34m、 南北幅l.Om、 深

さ0,06mを測る。埋土は炭・灰を含むN5/0灰色砂

質シル トの単一層である。遺物は土師器小皿・

土釜、瓦器椀の小破片が極少量出上している。瓦

Y65

|

TP+8.30m

l N5/0灰色砂質シルト  坐TTT下■~~~~Lm

第 3図  SK-1平 断面図
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Ⅳ 老原遺跡第 7次調査 (O H96-7)

器椀 2点 (1。 2)を図化 した。 1は 口縁部

の小破片である。復元口径13.Ocmを 測る。 2

は底部片である。高台は形骸化 した貼 り付け

高台で底径3.3cmを 測る。見込に平行線状ヘラ

ミガキが施されている。型式的には尾上編年

(尾上1983)の Ⅳ一 I期 ないしはⅣ―Ⅱ期にあ

た り、暦年代は森島編年 (森島1992)の 13世

紀中葉が考えられる。

SK-2
21地区で検出した。西端が調査区外に至

るが概ね東西方向に長い不整楕円形を呈する

もので、南部ではSD-18を 切っている。検

出部分で東西径1.8m、 南北径1,9m、 深さ0.5

mを測る。埋土は粘土～シル ト質粘土を主と  TP+8.40m

する 3層が断面形状に沿ってほぼ水平に堆積

している。

遺物は室町時代前期に比定される土師器小 】 )鷲埒Я鵠惑戻匿名注砂混粘土

皿 。土釜 。橋鉢、瓦質火鉢等の小破片が少量  3 10YR5湘 褐灰色シルト質粘土

出土 している。 4点 (3～ 6)を 図化 した。      第5図 SK-2平断面図

3は土師器小皿の小破片である。復元口径11.Ocmを測る。色調は灰白色。胎土は精良である。 4

は瓦質火鉢の小破片である。口縁部が内側に水平に折れ曲がるもので、タト面に2条の凸帯が巡り、

その間にスタンプによる花文が押捺されている。色調は黒灰色。胎土は精良。いわゆる「奈良火

鉢」にあたるもので、立石編年 (立石1995)の浅鉢Ⅵ (14世紀後半～末期)に分類される。 5は

土師器摺鉢の小破片である。復元口径30,Ocmを測る。体部外面はヘラケズリ、内面は焼成時に生

じた器面剥離が顕著である。色調は淡赤褐色。胎土中にlHlm以 下の長石・石英が多量に含まれて

いる。 6は 巴文軒丸瓦の小破片である。残存部分から左巻き三巴文と推定される。圏線を経て外

区内縁には小粒で隆起の大きな珠文が巡っている。外縁は直立縁で高く上部はナデが行なわれて

いる。色調は淡灰色。胎土中に0.5mll以下の砂粒を少量含む。鎌倉時代後半のものか。出土遺物

からみて遺構の帰属時期は室町時代前期末が推定される。

第 6図  SK-1(1・ 2)、 SK-2(3～ 6)出土遺物実測図
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溝 (SD)
SD-1

調査区東端の 50地区で検出した。南北方向に伸びるもので、検出部分で検出長2.2m、 幅

0.46m、 深さ0,18mを測る。埋土はN5/0灰色砂質シルトの単一層である。遺物は鎌倉時代前期に

比定される土師器小皿・土釜、瓦器椀、瓦質甕 。足釜、白磁碗、陶器の小破片が少量出土してい

るが図化し得たものはない。

SD-2
SD-1に 西接 して並行に伸びる。溝の東部がやや深 くなる二段掘方を呈する。検出長2.24m、

幅1.1～ 1.21m、 深さ0,21mを 測る。埋土は3層から成 り、中層を除いて上下層は粘土質シル ト

が優勢な不均質な層相である。遺物は鎌倉時代前期に比定される土師器小皿・土釜、瓦器椀、瓦

質甕・足釜等の小破片が少量出土している。 2点 (7・ 3)を 図化した。 7は三足足釜の口縁部

の小片である。復元口径16.2cmを測る。口縁部内外面はヨコナデ、体部内面は横位のハケ調整が

行なわれている。色調は灰色。胎土は良好。13世紀代に比定される。8は瓦質甕の小破片である。

口顎部は保部から外反して大きく開いた後、タト傾し尖り気味の端部を形成している。口顎部外面

に右上 りのタタキを施す。色調は黒灰色。胎土中に0.5nm以 下の砂粒を少量含む。13世紀代に比

定される。

SD-3
4・ 50地区の西部で検出した。南北方向に伸びる小溝で、検出長2.2m、 幅0,16～ 0,26m、

深さ0.05mを測る。埋土はN7/0灰 白色砂質シル トの単一層である。遺物は土師器小皿、瓦器椀等

が極少量出上したが小片のため時期は判然としない。

SD-4
SD-3に 西接 して並行に伸びる小溝である。検出長2.lm、 幅0。 2～ 0.42m、 深さ0.08mを測

る。埋土はN7/0灰白色砂質シルトの単一層である。遺物は土師器小皿、瓦器椀等の小片が極少量

出上したが時期を明確にし得たものはない。

SD-5
SD-4に 西接 して並行に伸びる。検出長2.24m、 幅0。 18～ 0。 28m、 深さ0,04mを測る。埋土

はN7/0灰白色砂質シル トの単一層である。遺物は土師器小皿・土釜、瓦器椀、白磁碗、青磁碗の

月ヽ片が少量出土したが時期を明確にし得たものはない。

SD-6
4・ 5M地区で検出した。南北方向に伸びるものでSK-1の 西部を切っている。検出長2.lm、

幅0.46m、 深さ0.lmを測る。埋土はN5/0灰色砂質シル トの単一層である。遺物は鎌倉時代に比定

される土師器小皿、瓦器椀、

須恵器鉢、白磁碗の小片が

少量出上 している。土師器

小皿 2点 (9。 10)を 図化

した。共に小破片で口縁部

の残存率は1/8程度である。

水平な底部から斜上方へ口

8

第 7図  SD-2(7・ 8)、 SD-6(9。 10)
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Ⅳ 老原遺跡第7次調査(O H96-7)

縁部が伸びる9と 、底部から内湾気味に伸びる10がある。色調は共に淡赤褐色。胎土は精良。13

世紀代に比定される。

SD-7

4・ 5M地区で検出した。南北方向に伸びるもので、検出長2.28m、 幅1.32～ 1.6m、 深さ0.2

mを測る。埋土は逆台形を呈する断面形状に沿って 2層が堆積 している。遺物は鎌倉時代前期に

比定される土師器小皿、瓦器椀 。足釜の小片が少量出土している。12点 (11～ 22)を図化した。

11～ 13は土師器小皿である。残存率は13が 1/2、 11・ 12が1/4程度である。口縁部の形状では斜上

方に直線的に伸びる11と 内湾した後、斜上方へ伸びる12・ 13がある。色調は11・ 12が淡灰褐色、

13が褐灰色である。胎土は3点共に精良である。14～ 16は土師器中皿である。 3点共に口縁部の

残存率は1/8以下の小破片である。復元口径13.0～ 13.8cmを 測る。口縁部は斜上方に直線的に伸び

る14と 口縁部付近が強いヨコナデのため小さく外反して終る15・ 16がある。色調は14が淡橙色、

15。 16が淡い灰褐色である。胎土は精良。17は瓦器小皿の小破片である。浅目の体部に外反して

斜上方に伸びる口縁部が付 く。復元口径7.7cmを 測る。18～ 20は和泉型瓦器椀である。18は深目の

体部を有するもので口縁部は強いヨコナデにより外反気味に開く。復元口径 15。 3cmを 測る。体部

内外面のヘラミガキは横位に密に施されており、外面については四分割による調整が想定される。

見込みのヘラミガキは格子状である。19は全体の1/3程度が残存している。18に比して器高がやや

低いもので、復元口径15.lcm、 器高5.Ocm、 高台高0.07cmを 測る。体部内外面の調整は18に似る。

18・ 19共に尾上編年のⅡ-1期 (12世紀前半)に比定される。20は偏平で高台径の河ヽさい高台を

有する瓦器椀の小破片である。復元高台径4,Ocm、 高台高0.04cmを測る。見込みに平行線状ヘラミ

Y62

1  SD-7

Y57

1  SD-10
TP+8.50m TP+8.50m

___ SD-14
TR+8.50m

ククをタク%クル%わ″//′′′

SD-7・ 10。 14・ 15。 16層名

TP+8.50m

X17

-TPrttmm s D司 51

N5/0灰色砂質ンル ト x3
N7/0灰 白色砂質シル ト

|

Y46

|

SD-16

SD-19

1 10GY6/1緑 灰色粘土質シル ト
2 10GY6/1緑 灰色粘土
3 10BG6/1青 灰色砂質シル ト
4 2.5GY5/1オ リーブ灰色砂質シル ト
5 N8/0灰 白色シル ト
6 10CY7/1明 緑灰色細粒砂混粘土
7 N6/0灰色粘土

8 N5/0灰色粘上
9 N4/0灰色粘土質シル ト
10 1 0GY7/1明緑灰色粘土質シル ト
11 106Y7/1明 緑灰色粗粒砂混粘土質シル ト0 1          2m
12 106Y6/1緑 灰色粗粒砂混粘土

13 10GY7/1明 緑灰色粘土

14 N4/0灰色細粒砂混粘土

第 8図  SD-7・ 10。 14～ 16。 19断面図
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第9図  SD-7出土遺物実測図

ガキを施す。尾上編年のⅢ-3期 (13世紀前半)前後のものか。21は 三足足釜の口縁部片である。

復元口径15.Ocmを測る。22は 白磁碗である。口縁部付近で強 く外反する。復元口径15.Ocmを測る。

体部外面に櫛目文、内面上位に一条の沈線が巡る。釉はやや濁った白色で光沢がある。森田・横

田編年 (森田・横田1978)の 白磁碗V-2・ b(11世紀中～12世紀初頭)に比定される。出土遺

物は時期差があるが、最も新しい遺物からみて遺構の廃絶時期は13世紀前半が推定される。

SD-8
SD-7に 西接 して南北方向に伸びる小溝である。検出長0。 48m、 幅0。 29m、 深さ0.07mを 測

る。埋土はN7/0灰白色砂質シル トの単一層である。遺物は平安時代後期に比定される土師器・土

釜、瓦器椀、九瓦等の河ヽ破片が少量出土している。瓦器椀の小破片 1点 (26)を 図化した。体部

内外面に横位のヘラミガキ、見込みに格子状ヘラミガキを施す。尾上編年のⅡ-2期 (12世紀中

葉)に比定される。

SD-9
SD-8に 西接 して南北方向に伸びる小溝である。検出長1.5m、 幅0.2m、 深さ0.16mを測る。

埋土は断面形状に沿って砂質シルトを主体とする2層が堆積 している。遺物は出上していない。

SD-10
4・ 5L地区で検出した。南北方向に伸びるもので、北部が SD-11に切られている。検出長

2.5m、 幅1.82～ 2.2m、 深さ0,16mを測る。断面形状は底部が水平な皿状を呈する。埋土は2層

から成 り、上層力洲5/0灰色砂質シル ト下層力削7/0灰 白色砂質シル トである。遺物は平安時代後期

に比定される土師器小皿 。土釜、瓦器椀・小皿、須恵器鉢等の小破片が少量出上しているが図化

し得たものはない。

SD-11

4」 ～4L地区で検出した。東西方向に伸びる小溝で、東部でSD-10、 西部でSD-13を切

つている。検出長7.6m、 幅0.21～ 0.34m、 深さ0.06mを測る。埋土は10GY8/1明緑灰色砂質シル

トの単一層である。遺物は出土していない。

SD-12
SD-11に南接 して東西方向に伸びる小溝で、西端でSD-13を切っている。検出長4.6m、 幅

0.2～ 0。 34m、 深さ0.06mを 測る。埋土はN7/0灰 白色砂質シル トの単一層である。遺物は平安時代

l⑪
20

0                 10cm
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Ⅳ 老原遺跡第7次調査(O H96-7)

後期に比定される土師器小皿、瓦器椀等の小破片が極少量出上している。「て」の字状口縁を呈

する土師器小皿 2点 (23・ 24)を図化した。共に小破片で復元口径10.Ocmを 測る。色調は23が灰

白色、24が淡橙色である。胎土は精良。11世紀後半～12世紀前半に比定される。

SD-13

4」 ・K地区で検出した。南北方向に伸びるもので、SD-11お よびSD-12に一部が切られ

ている。調査では東肩を検出したのみで、西部は試掘による掘削のため全容は判然としないが、

北壁断面からみて幅1.2m前後、深さ0。 15m程度の規模が想定される。埋土は10釈5/2灰黄褐色砂

質シル トの単一層である。遺物は出土していない。

SD-14

4」 地区で検出した。南北方向に伸びるもので、一部 SD-15に切られている。検出長2.68m、

幅0。 6～ 0。 73m、 深さ0。 lmを測る。埋土は砂質シル トを主体とする2層 から成る。遺物は平安時

代後期に比定される土師器小皿、瓦器椀等の小片が極少量出上している。「て」の字状口縁を呈

する土師器小皿 1点 (25)を 図化した。復元口径9.8cmを 測る。色調は淡橙色。胎土は精良。11

世紀後半～12世紀前半に比定される。

SD-15

41～ 4」 地区にかけて東西方向に伸びるもので、SD-14を切 り、SD-16に切られている。

検出長4。 48m、 幅0.52～ 0.86m、 深さ0.08mを測る。埋土はN5/0灰色砂質シル トの単一層である。

遺物は鎌倉時代後期～室町時代中期に比定される土師器土釜、須恵器鉢、瓦質土釜等の小片が極

少量出土している。 2点 (27・ 30)を 図化した。27は東播系の須恵器片口鉢である。口縁部の小

破片で復元口径23.lcmを 測る。口縁部は玉縁状で外面は重ね焼きのため黒色に変色している。森

田稔氏による編年 (森田1995)の第Ⅲ期第 2段階 (14世紀前半)に比定される。30は 瓦質羽釜で

鍔部を欠く。口縁部は内湾気味に内傾するもので外面に3条の凹線が巡る。森島康雄氏による中

河内地域の羽釜分類 (森島1990)の E型式にあたるもので、15世紀前半に推定される。

SD-16
3・ 41」 地区で検出した。南北方向に伸びた後、屈曲して東西方向に流路を変えるもので、

南部では室町時代中期のSD-15を 切っている。検出部分で南北長4.21m、 東西長2.3m、 幅1.1

～2.Om、 深さ0.16mを 測る。埋土は上層のN5/0灰色砂質シル トと下層のN7/0灰 白色砂質シルト

の 2層 から成る。遺物は室町時代中期の上師器土釜、瓦質甕・土釜、軒丸瓦 。平瓦等の小片極少

量出土している。 4点 (29・ 31・ 32・ 34)を 図化した。29は 瓦質羽金の小破片である。復元口径

24.9cm、 復元鍔径30.5cmを測る。タト傾する口縁部外面に2段の段を有する。胎土は粗 くl llm以 下

の長石・石英・角閃石を多量に含む。色調は黒灰色であるが全体に炭素付着が不良である。森島

分類のE型式 (15世紀中葉)の ものか。31・ 32は瓦器甕である。共に体部上位から器壁幅を漸増

させ直上方に伸びるもので、短い顎部を作る32と 体部から口縁部に移項する31があるが共に口縁

部は強く外方向に屈曲し端部を丸くして終る。型式的には32が古 く15世紀前半、31が 15世紀後半

に比定される。34は右巻き三巴文軒丸瓦の小片である。外区内縁には二本の圏線間に小粒で隆起

の小さい珠文が巡る。外縁は幅広の直立縁で高い。室町時代前半のものか。遺構の帰属時期は室

町時代中期後半が推定される。
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SD-17

21。 」～ 31・ J地区にかけて南北方向に伸びるもので、断面形状が「U」 の字形を呈する小

溝である。全長6.4m、 幅0,2m前後、深さ0.06mを測る。埋土はN5/0灰色砂質シルトの単一層で

ある。遺物は鎌倉時代前期に比定される瓦器椀の小片が極少量出上しているが図化し得たものは

ない。

SD-18

21・ 」～ 31。 J地区にかけて南北方向に伸びる小溝で、北端はSK-2に 切られている。検

出長3.3m、 幅0.2m前後、深さ0.03mを測る。遺物は瓦器椀の小片が 1点出上したのみであるが、

東接するSD-17と 同様の性格を有するものから、時期的にはSD-17同様、鎌倉時代前期が想

定される。

SD-19
調査地北端の lI。 」地区で検出した。東西方向に伸びるもので、幅3.85～ 5,32m、 深さ0.78

mを 測る。断面形状は概ね逆台形を呈するが、検出部分の北東部分では摺鉢状に落ち込む部分が

認められた。埋±13層から成り、粘土～砂質シル トが優勢な土質が断面形状に沿って堆積をして

いる。遺物は室町時代中期に比定される土師器小皿・土釜、瓦質摺鉢・火鉢、平瓦等の小片が少

量出上している。 2点 (28・ 33)を 図化した。28は 瓦質摺鉢である。復元口径31.8cmを 測る。体

部外面は鱗状のヘラケズリ、内面はナデにより平滑にした後、悟目を入れる。14世紀後半に比定

される。33は 大形の瓦質火鉢である。「奈良火鉢」と称されるもので立石分類の浅鉢。(14世紀

末～15世紀前半)に あたる。遺構の帰属時期は室町時代中期前半が考えられる。

7

睡

10

第10図  SD-8(26)、 SD-12(23・ 24)、 SD-14(25)、 SD-15(27・ 30)、 SD-16(29・ 31・ 32・

34)、 SD-19(28・ 33)出土遺物実測図
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Ⅳ 老原遺跡第 7次調査 (O H96-7)

/1ヽ 穴  (SP)

全体で17個 (SP-1～ SP-17)検 出した。東部に集中して分布する傾向が認められ、一部

の小穴については建物を構成する柱穴の可能性があるが、小面積のため柱列を確認し得たものは

ない。上面の形状では、円形・楕円形・不定形がある。規模は幅0,11～ 0,78m、 深さ0.03～ 0.2

mを 測る。埋土は10GY8/1明 緑灰色砂質シル トがSP-2～ 4・ 15・ 16・ 17、 N7/0灰 白色砂質シ

ル トがSP-1・ 5・ 6・ 9～ 14、 N5/0灰色砂質シル トがSP-7・ 8に区別される。遺物はS

P-1・ 2・ 4～ 11・ 13か ら平安時代後期～鎌倉時代初頭を中心とする土器類の小破片が少量出

土している他、SP-11か らは平瓦・唐草文軒平瓦が出土している。

SP-1出 土遺物

2点 (38・ 45)を 図化した。38は土師器小皿の小破片である。復元口径10.6cmを 測る。色調は

淡い褐灰色。胎土は精良。45は土師器羽釜で口縁部を欠く。鍔は水平に貼 り付けられており、端

面は垂直方向に面を形成している。外部外面は左から右へのヘラケズリ、内面は横位のハケ調整

が行なわれている。色調は淡赤褐色で、鍔の下部以下に煤の付着が認められる。胎土は粗 く4 mll

以下の長石を多 く含む。形状、胎土から河内地方産以外のものであるが、小片のため産地や時期

は明確でない。

SP-2出 土遺物

2点 (35・ 37)を図化した。35・ 37は土師器小皿の小破片である。35は 「て」の字状口縁を有

するもので、復元口径8,7cmを 測る。37は 口縁部が斜上方に伸びるもので復元口径8.3cmを 測る。

色調は35が灰白色、37が淡褐灰色である。胎土は35・ 37が共に精良、35がH世紀後半～12世紀前

半、37が12世紀代のものか。

SP-5出 土遺物

「て」の字状口縁を有する土師器小皿 1点 (36)を 図化した。口縁部の約1/4が残存 しており、

復元口径9.5cm、 器高1.Ocmを 測る。色調は淡赤橙色。胎土は水簸された精良粘土を使用 している。

第1表 小穴法量表 (単位m)

遺構番号 地 区 平面形 長径 短径 深 さ 埋 土 出 土 遺 物

SP-1 50 楕円形 0.58 0.42 0.10 N7/0灰白色砂質シル ト 土師器皿・羽釜、瓦器椀 38・ 45

SP-2 50 不 明 0.28 0.23 0.10 10GY8/1明緑灰色砂質シルト 土師器皿、瓦器椀 35・ 37

SP-3 楕円形 0.27 0.21 0.12

SP-4 5N 不整円形 0.28 0.03 土師器皿、瓦器椀

SP-5 4・ 5N 楕円形 0。72 0.33 0.06 N7/0灰白色砂質シル ト 土師器皿、瓦器椀 36
SP-6 5N 0.42 0.31 0.15 土師器皿、瓦器椀

SP-7 不 明 0,89 0.34 0.18 N5/0灰色砂質シルト 土師器皿・羽釜、瓦器椀 41・ 43

SP-8 0.22 0.20 0.12 土師器皿

SP-9 5M 円形 0.ll 0.11 0.10 N7/0灰白色砂質シルト 土師器皿、瓦器皿・椀 42
SP-10 楕円形 0,27 0.19 0.15 土師器皿、須恵器鉢、瓦器椀39。 40。 44

SP-11 不明 0.45 0。25 0.15
土師器皿・羽釜、須恵器鉢、瓦器椀、屋瓦

46～52

SP-12 4L 楕円形 0.22 0.16 0.05

SP-13 4K 0.23 0.12 0.06 瓦器椀

SP-14 4K・ L 0.41 0.32 0.07

SP-15 4」 円形 0.50 0.47 0.04 10GY8/1明緑灰色砂質シルト

SP-16 41 不定形 0.68 0.10 0.03

SP-17 0.72 0.14 0.03

-87-



＼   |
くくE三三三:三三日「

~三

EEEΞ
7多
ク
!986

ヤ 7                            o

0                     10

|

第11図 SP-1(38・ 45)、 SP-2(35。 37)、 SP-5(36)、 SP-7(41・ 43)、 SP-9(42)、
SP-10(39・ 40。 44)出土遺物実測図

11世紀後半～12世紀前半に比定される。

SP-7出 土遺物

2点 (41・ 43)を 図化した。41は土師器中皿で口縁部の約1/4が残存 している。復元口径13.7

cmを測る。色調は灰白色。胎土は精良。■世紀後半～12世紀前半に比定される。43は 瓦器椀の小

破片である。高台は「ハ」の字形に貼 り付けられており、端面は平坦面を呈する。見込みに平行

線状ヘラミガキを施す。尾上編年Ⅲ-1期 (12世紀後半)の ものか。なお、全体に炭素付着が認

められず、一部焦げた部分が認められるため二次加熱を受けたものと考えられる。

SP-9出 土遺物

瓦器小皿 1点 (42)を 図化した。口縁部の約1/4が残存 しており復元口径8.2cmを測る。11世紀

後半～12世紀前半に比定される。

SP-10出土遺物

3点 (39・ 40・ 44)を 図化した。39・ 40は 土師器小皿で口縁部が外反気味に伸びる39と 内湾 し

て伸びる40がある。色調は共に淡褐灰色。胎土は精良。44は東播系の須恵器椀の小破片である。

復元口径19,Ocmを 測る。森田編年の第Ⅱ期第 2段階 (12世紀末～13世紀初頭)に比定される。

SP-11出土遺物

7点 (46～ 52)を 図化 した。46は土師器中皿である全体の約1/4が残存 している。復元口径

13.3cm、 器高2.Ocmを 測る。色調は褐灰色。胎土は良好であるが、スコープで角閃石の含有を認

める河内産のものである。47～ 49は 東播系須恵器で、47が椀、48・ 49が片口鉢に分類される。47

は口縁端部付近で小さく外反し丸味のある端部を形成 している。復元口径17.2cmを測る。48は斜

上方に直線的に伸びる体部から口縁部が外傾するもので端部は丸 く終る。復元口径24.8cmを 測る。

49は底部で底径7,2cmを 測る。裏面に回転糸切 り痕を残す。47～49は森田編年の第Ⅱ期第 2段階

(12世紀末～13世紀初頭)に比定される。50・ 51は平瓦片で共に凹面に糸切 り痕と布目痕、凸面

に縦位の縄タタキと離れ砂が認められる。色調は50が淡灰色、51が赤橙色である。52は軒平瓦で

瓦当面の左側部分が残存している。唐草文を配するが下外区を含む瓦当下部が接合部分を境に欠

損しているため全体の意匠等は不明である。色調は灰色。胎土中に411111以 下の長石 。チヤー トが

散見される。上下面に煤の付着が認められるため、瓦としての機能を停止した後に火中する条件

での再利用が推定される。平安時代後期に比定される。

覧
くく【::三三二lEttE号ヨララン42

20cm 芹
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Ⅳ 老原遺跡第 7次調査 (O H96-7)

臨

o                  10                20cm

第12図  SP-11出土遺物実測図

2)遺構に伴わない出土遺物

第 3層 。第 4層 出土遺物

20点 (53～ 72)を 図化した。時期的には平安時代後期 (11世紀後半)～室町時代後期 (16世紀)

のものがあり、11世紀後半～13世紀後半のものが第 4層 、14世紀前半～16世紀代のものが第 3層

に伴うものと考えられる。53～ 55は 土師器小皿である。 3点共に小破片で、残存率は口縁部の約

1/4程度である。53は 「て」の字状口縁を呈する。復元口径7.6cmを 測る。11世紀後半～12世紀前

半に比定される。54は 口縁部が斜上方に直線的に伸びるもので復元口径8.8cmを 測る。55は 口縁部

を内側に折 り返す土師器小皿ないしは台付き小皿の一部と考えられる。復元口径8.lcmを測る。な

お、土師器小皿とすれば京都系のもので、八尾市域では矢作遺跡第 1次調査のSD-14、 花岡山遺

跡第 1次調査の包含層での出土例がある。56は土師器中皿である。約1/4が残存しており、復元口

径14.8cmを測る。11世紀後半～12世紀前半に比定される。57は土師器羽釜の小破片である。口縁

部は「く」の字に屈曲するもので、口縁端部は内側に折 り返 している。色調は灰白色。胎土中に

0.5Hlm以下の砂粒が散見される。大和地方産のもので、菅原分類 (菅原1982)の大和 12型 (16世

紀代)にあたる。58・ 59は瓦質甕である。外反する口頸部を持つもので口縁端部は外傾し幅広の

端面を形成している。復元口径は58が 28,2cm、 59が27.lcmを 測る。口頸部外面に右上りのタタキ

を施す。胎土中に角閃石を含む河内地方産で、形態的には東播系の須恵器甕を模倣したものであ

る。時期は13世紀代が考えられる。60～ 62は 瓦質羽釜である。いずれも口縁部の約1/10程度の小

破片である。復元口径は60が29.8cm、 61が 30。 8cmを 測る。ほぼ水平方向に貼 り付けられた鍔部よ

り内傾ないしは内湾気味に口顕部が伸びるもので、端部は九 く終る60・ 61と 平坦面を成す62が

ある。 3点共に口頸部外面には3段の段状を呈する。61は 内外面に煤が付着しており火中したも

のと推定される。森島編年のE型式 (14世紀中葉)に比定される。63は土師器摺鉢の小破片であ
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第13図 第3層 。第4層出土遺物実測図

る。復元口径33。 8cmを 測る。体部外面は横位のヘラケズリを行なう。色調は淡灰褐色。胎土中に

2 nlm以下の長石が散見される。14世紀後半のものか。64・ 65は 瓦質摺鉢である。口縁端部は共に

内側する面を持つもので端部は丸く終る。悟目は64が1,2cm/6本、65が1.6cm。 7本である。色調は

64が黒灰色、65は 瓦質焼成部分の大半が風化のため退色しており灰白色を呈する。共に胎土中に

角閃石を含む河内地方産である。15世紀後半のものか。66～ 67は 東播系須恵器の小破片である。

66は椀である。復元口径16.6cmを 測る。森田編年の第Ⅱ期第 2段階 (12世紀末～13世紀初頭)に
比定される。67・ 68の 片口鉢は口縁端部が上下に拡張されている。復元口径は67が31.8cm、 68が

32.lcmを 測る。67が森田編年の第Ⅲ期第 2段階 (14世紀前半)、 68が森田編年の第Ⅲ期第 3段階

酬
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Ⅳ 老原遺跡第7次調査(O H96-7)

(14世紀後半)に比定される。69は三方に脚が付 く瓦質鉢の小破片である。平坦な底部から体部

が内湾 し幅広で平坦な口縁部を作るもので、脚部は大半を欠 くが他例からみて獣脚であつたと推

定される。「奈良火鉢」 と称されるもので立石分類の浅鉢Ⅳ (14世紀後半～末期)に比定される。

70は右巻 きの三巴文軒丸瓦で瓦当上部は丸瓦との接合部分を中心に欠損 している。直径 14.lcm、

厚さ2.6cmを 測る。巴は頭部が丸 く胴部以下は漸減 して尾部に達 し末端は圏線 と接する。外区内

縁には 2本の圏線間に小粒で隆起の小 さい珠文を26個 巡 らす。外縁は直立縁で幅1.2cmを 測る。

外縁上面は弱いナデを行なう程度の雑な調整のため凹凸面を残す。九瓦との接合位置は低 く差 し

込み溝は浅い。瓦当下側面はヘラケズリの後ナデを行なう。瓦当裏面全面に煤の付着が認められ

る。山崎信二氏編年の中世Ⅱ期 (1210～ 1260)の和泉産瓦に比定される。71は軒平瓦である。瓦

当面に対 して左端面のみ遺存する。現状では唐草文の一部が確認できる程度である。検出部分で

幅4.lcmを 測る。外縁は直立縁で低 く上下縁 ともに幅狭である。顎部は緩やかな直線顎である。

平瓦部の凸面にナデ、凹面にやや粗い布目が認められる。焼成は良好。胎上に 2 1Ylal以 下の長石 。

チャー ト・角閃石が散見される。大阪府和泉市の池田寺から同文のものが出上 してお り、それに

よれば中心飾 りに花菱文が配されている。時期は平安時代後半。72は凝灰岩の切石である。現状

では2面で平坦に加工された面がある。建築物の部材 として使用されたものと考えられる。

参考文献
・尾上 実 1983「南河内の瓦器椀」『藤澤一夫先生古稀記念論集 古文化論集』藤澤一夫先生古稀記念論集

刊行会 (和泉型瓦器椀の型式に使用)

・森島康雄 1992「畿内産瓦器椀の併行関係と暦年代」『大和の中世土器Ⅱ』大和古中近研究会 (和泉型瓦器椀

の実年代に使用)

・横田賢次郎・森田 勉 1978「太宰府出上の輸入中国陶磁器について一型式分類と編年を中心として―」『九

州歴史資料館研究論集 4』 九州歴史資料館
・森島康雄 1990「 中河内の羽釜」『中近世土器の基礎研究Ⅵ』日本中世土器研究会

・立石堅志 1995「 10,瓦質土器 〔1〕 奈良火鉢」『概説 中世の上器・陶磁器 中世土器研究会編』真陽社

・森島康雄 1990「 中河内の羽釜」F中近世土器の基礎研究Ⅵ』日本中世土器研究会

・森田 稔 1995「 8.中世須恵器」『概説 中世の土器 。陶磁器 中世土器研究会編J真陽社

・菅原正明 1982「畿内における土釜の製作と流通」『文化財論叢』奈良国立文化財研究所創立30周年記念論

文集

註 2

註 3

註 4

原田昌則 1989「人尾市埋蔵文化財発掘調査概要 平成元年度 I矢作遺跡 (第 1次調査)」 F(財 )

入尾市文化財調査研究会報告22』 (財)八尾市文化財調査研究会

原田昌則 1989「八尾市埋蔵文化財発掘調査概要 平成元年度 Ⅲ花岡山遺跡 (第 1次調査)」 『(財 )

人尾市文化財調査研究会報告22』 (財)八尾市文化財調査研究会

山崎信二 2000『 中世瓦の研究』奈良国立文化財研究所学報 第59冊

市本芳三 2001「大阪地域の平安時代後期瓦の様オロ」『第 4回 摂河泉古代寺院フォーラム 中世寺

院の幕開け―H・ 12世紀の寺院の考古学的研究―』摂1可泉古代寺院研究会・大阪府立弥生文化博物館

記

１

註

註
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第 3章 まとめ
今回の発掘調査は、平成 7年度に道路新設工事に先立って実施 した第 6次調査 (O H95-6)

の東側に継続する部分で行った調査で、第 6次調査 と同様、平安時代後期 (11世紀後半～12世紀

前半 )、 鎌倉時代前期 (12世紀末期～13世紀中葉 )、 室町時代前期～中期 (14世紀末期～15世紀後

半)に比定される遺構を検出した。以下、時期毎に概観する。

・平安時代後期 (11世紀後半～12世紀前半 )

東西方向に伸びる調査区を中心に分布 している。主な遺構 としては、溝 (SD-10・ 12・ 14)

のほか、小穴 (SP-1・ 2・ 5。 9)がある。小穴については狭小な調査区のため、その規則

性は判然 としないが、おそらく掘立柱建物を構成 した柱穴の可能性が高い。

・鎌倉時代前期 (12世紀末～13世紀中葉 )

前代 と同様、東西方向に伸びる調査区を中心に分布 している。主な遺構には溝 (SD-1・
2・ 6・ 7・ 17・ 18)、 小穴 (SP-7・ 10。 11)等がある。この時期の遺構は、調査地に西接

する第 6次調査 (O H95-6)お よび第 2次調査 (O H85-2)、 第 4次調査 (O H88-4)、 第

5次調査 (O H93-5)、 老原 (93-319)で 検出されており、現時点で東西300m以上、南北350

m以上の広範囲にわたる居住域の存在が明らかになった。なお、遺構内および包含層である第 4

層からは、第 6次調査 と同様、屋瓦類が出土 してお り、伝「五条宮寺」から想起される寺院等に

関連 した建物が調査地点に近接する位置に存在 したことが明らかになった。今回の調査では、 S
P-11か ら平安時代後期の唐草文軒平瓦 (52)、 第 4層から平安時代後期の唐草文軒平瓦 (71)、

鎌倉時代前期の巴文軒丸瓦 (70)等が出上 している。なかでも52の唐草文軒平瓦が13世紀前半の

遺物 と供伴 して出土 している事実は、平安時代後期に建立された寺院建物が鎌倉時代前期には廃

絶 し、新たに再建されたことが窺われる。

・室町時代前期～中期 (14世紀末～15世紀後半 )

SK-2・ SD-15・ SD-16・ SD-19等が当該期に比定される遺構である。なかでも、調

査区の北端で検出したSD-19に ついては、流路を西方向に求めた場合、第 6次調査で検出した

南北方向に伸びる溝 (SD-7)の 北端部に合流する可能性が高い。溝 (SD-7)に ついては、

屋敷地を囲続 した溝 と推定され、今回の調査で検出されたSD-19も 同様の性格を帯びた遺構で

あつた可能性が高い。

参考文献
・吉岡 哲 1988「第5章 歴史考古学からみた人尾 第三節 平野部の古代寺院跡と行宮跡」F増補版 八
尾市史 (前近代)本文編』人尾市役所

。原田昌則 1996「 5。 老原遺跡第6次調査 (O H95-06)」 F平成7年度 (財)人尾市文化財調査研究会
事業報告』 (財)八尾市文化財調査研究会 本書」掲載

・原田昌則・成海佳子 1987「Ⅱ老原遺跡 (第 2次調査)」 (堤市埋蔵文化財発掘調査概要 昭和61年度』(財 )

人尾市文化財調査研究会報告13 (財)人尾市文化財調査研究会
・西村公助 1989「16老原遺跡 (第 4次調査)」 F人尾市文化財調査研究会年報 昭和63年度』(財)人尾市文化
財調査研究会報告25 (財)八尾市文化財調査研究会

・高萩千秋 1998「 Π老原遺跡 (第 5次調査)」 F(財 )八尾市文化財調査研究会報告59』 (財)人尾市文化財調
査研究会

・漕 斎 1997「 2.老原遺跡 (95-319)の調査」F八尾市内遺跡平成8年度調査報告書 I』 人尾市文化財調査
報告36 平成8年度国庫補助事業 八尾市教育委員会
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V 老原遺跡第 8次調査 (O H97-8)



例 口

1.本書は大阪府八尾市老原 1丁目で実施した道路築造工事に伴う発掘調査の報告書である。

1.本書で報告する老原遺跡第 8次調査 (O H97-8)の発掘調査業務は八尾市教育委員会の

指示書 (八教社文第埋288-2号  平成 9年 8月 15日 )に基づき財団法人八尾市文化財調査

研究会が八尾市から委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は平成 9年 H月 4日 ～同年11月 19日 (実働 11日 )に かけて、西村公助を担当者

として実施 した。調査面積は約220ぜ を測る。

現地調査においては、市森千恵子、中西明美、西岡千恵子、西村和子が参加した。

1.内業調査は現地調査終了後随時行い、平成16年 9月 30日 に終了した。

1.本書に関わる業務は以下の通 りである。

【遺物実測】 岩沢玲子 曹 龍 中村百合 西村

【トレース】 市森

【執筆・編集】第1章～第3章 西村、付章 原田昌則
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V 老原遺跡第 8次調査 (O H97-8)

第 1章 はじめに

老原遺跡は、八尾市の南部に位置する老原 1。 2丁 目、東老原 1丁 目に広がる古墳時代後期か

ら室町時代に至る複合遺跡である。地理的には、旧大和川の主流であった長瀬川左岸一帯に広が

る沖積地上に位置している。

当遺跡周辺には、南に志紀遺跡 。田井中遺跡、さらに長瀬川を挟んで東に東弓削遺跡、北に矢

作遺跡、北東に中田遺跡が存在している。

当遺跡内においては、昭和56年度に東老原 1丁 目で八尾市教育委員会 (以下市教委)が発掘調査

を実施しており、昭和60年度以降は財団法人八尾市文化財調査研究会 (以下研究会)に より7次に

およぶ発掘調査が実施されている。これらの調査では、古墳時代後期から室町時代に比定される

遺構 。遺物が検出されている。

また、本調査地点の東50m地点には「五条宮」と称される場所があり、付近からは奈良時代後

期の軒丸瓦が出土したことが報告されており、この付近を中心に寺院等の建築物の存在が想定さ

れている。

今回の調査地に北接する地点で行った当研究会第 7次調査 (O H96-7)では、平安時代後期の

屋瓦類が出土しており、奈良時代後期段階における状況は依然不明ながら、少なくとも平安時代

後期段階においては屋瓦を使用した建物がこの付近に存在したことが明らかになった。

第 1図 調査地周辺図(S=1/5000)
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第 2章 調査概要

第 1節 調査の方法と経過

今回の調査は平成 8年度に実施した第 7次調査 (本書掲載)と 同様、道路新設工事に伴う発掘調

査である。新設道路予定地に幅約3.9m、 長さ約64m(面積約250ぽ )の調査区を設定した。なお、

調査予定地内には既存の工場があり、この部分の約30ポは掘削できなかったため、調査は行って

いない。したがって実際調査を行った面積は約220ピである。

調査地の地区割りについては、平成 7年度に実施した第 6次調査 (O H95-6)と 平成 8年度に

実施した第 7次調査 (O H96-7)の 調査基準点を踏襲する形を取った。第 6次調査地の北西隅を

基点 (XO・ YO)と して東

西80m、 南北110mに わたっ

て設定 した。一区画の単位

は 5m四方で、東西方向は

アルファベット(西からA～

P)、 南北方向は算用数字

(北から 1～ 22)で示 し、地

区の表示は lA区 ～22P区

と呼称 した。地点の表示に

は、東西線(XO～ X l10)。

南北線 (YO～ Y80)の交点

の数値 を使用 した。なお、

今回の調査地は、地区割 り

の中の 9～ 22 G～ 」区の

範囲に位置 している。掘削

に際しては、現地表 (T,P.+

9,0～ 9,3m)下 約1.Om前後

までを機械掘削 した後、以

下0。 2～ 0,3mに ついては人

力掘削を行い遺構・遺物の

検出に努めた。

調査の結果、現地表下1,2～

1.4m(T,P,+8.0～ 8,2m)に

存在する第 5層上面で平安

時代後期～江戸時代に至る

遺構を検出した。遺物は遺

構および第 4層 。第 5層 か

らコンテナ箱約 1箱分出土

した。 第 2図 地区割り図(S-1/500)
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V 老原遺跡第 8次調査 (O H97-8)

第 2節 基本層序

第 0層   N2/0黒色シル ト混粘土。層厚0.4m。 現地表面の標高T.P.+9,0～ 9,3m。

第 1層   2.5Y5/4黄褐色細粒砂混粘土。層厚0.3m。

第 2層   10YR4/1褐灰色細粒砂混粘土。層厚0。 2m。

第 3層   10YR5/6責褐色粗粒砂混粘土。層厚0.2m。

第 4層   2.5Y4/1責灰色細粒砂とシルト混粘土。層厚0。 2m。

室町時代以降の整地層と思われる。層内からは平安時代後期と室町時代以降の瓦

および土師器の破片が少量出上した。

第 5-a層  10GY5/1緑灰色粘土質シルト。層厚0.3m以上。

第 5-b tt N6/0灰色粗粒砂。層厚0.4m以上。

第 5-c層  2.5GY6/1オ リーブ灰色細粒砂。層厚0,4m以上。

第 5-d層  7.5GY6/1緑灰色シルト混細粒砂。層厚0,4m以上。

第 5-a～」習 上面の標高はTo P.+8.Om～ 8。 2m。 上面で調査を行い平安時代後期

～江戸時代の遺構を検出した。

第 6層    10BG5/1青灰色シル ト混細粒砂。層厚0.2m。

第 7層   5B5/1青灰色シルト混粘土。層厚0.2m。

第 8層   5B6/1青灰色シル ト混細粒砂。層厚0。 lm。

第 9層    5PB3/1暗 青灰色粘土。層厚0,lm以上。

第 3節 検出遺構 と出土遺物

1)検出遺構

第 5-a～ d層 の上面で調査を行った結果、平安時代後期の上坑 l基 (S K101)。 溝 1条 (SD
101)、 鎌倉時代～江戸時代の溝 4条 (S D102～ S D105)を 検出した。

S K101

21G・ H地区で検出した。平面形状は東西方向に長い楕円形である。長径1.5m、 短径1.lmを

測り、深さは0,4mである。埋土は上からN4/0灰色粘土、N3/0暗灰色粗砂混粘土、5B4/1暗青灰色

シル ト混粘上で、内部からは黒色土器、瓦器、土師器の破片が少量出上した。このうち図化し記

載したものは黒色土器 (1)、 瓦器椀 (2～ 6)、 瓦器小皿 (7)、 瓦質鉢 (8)、 土師器小皿(9～ 11)

である。 1は内面が黒く、断面三角形の高台が付 く。 2は口縁内面に沈線を施し、内外面丁寧に

ミガキをヨコ方向に施す。 3は 内外面丁寧にミガキを施している。 4は外面にミガキを施すが粗

雑ある。 5は断面逆台形の高台が付 く。体部内面横方向のミガキ、見込みにはミガキを平行線状

に施す。外面は口縁部と体部の境に沈線が 1条巡る。体部はナデており、部分的に沈線を施す。

6は「ハ」の字に開く高台部で、見込み部に斜格子の暗文を施す。フは見込み部に斜格子の暗文を

施す。 9・ 10は「て」の字状口縁を呈す。11は外面に指圧痕が残る。この遺構は平安時代後期に比

定できる。

S D101

21・ 22G・ H地区で検出した。南北方向に伸びる溝で、検出長3.Om、 幅0。 25m、 深さ0.lmを測

る。埋土は上から10BG2/1青黒色粘土、5B4/1暗青灰色ンル ト混粘上で、内部からは瓦器、土師器

の破片が少量出上した。このうち図化し記載したものは瓦器椀 (12・ 13)、 土師器皿 (14・ 15)で あ
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第3図 平面図・地層断面図(平面1/400。 断面縦1/80横 1/400)

ある。12は 口縁内面に沈線を施 し、内外面共密に細かいミガキを横方向に施す。13は内外面共に

ミガキを施す。14は 内外面共に指圧痕が残る。15は「て」の字状口縁を呈す。この遺構は平安時代

後期に比定できる。

S D102

19～ 21H地区で検出した。南西一北東方向に伸びる溝で、検出長Hm、 幅0.5～ 1.Om、 深さ

0。 lmを測る。埋土は上から10Y3/1オ リーブ黒色細砂混粘土、10Y4/1灰 色シル ト混粘上で、内部

-96-



V 老原遺跡第8次調査(O H97-8)

からは土師器、瓦質土器、陶器、瓦の破片が少量出上している。このうち図化し記載したものは

瓦質羽釜 (16)、 瓦質すり鉢 (17)、 土師器皿 (18・ 19)、 土師器羽釜 (20)、 青磁碗 (21)、 唐津焼皿

(22)、 瓦 (23～ 27)で ある。16の 口縁部タト面には強いヨコナデによる凹線のくぼみがある。内面ハ

ケ、外面ケズリを施す。17は 口縁部に注ぎ口が 1箇所ある。内面は横方向の板状工具によるナデ

で、見込みから口縁部へ放射状に櫛目を施す。外面は左上がりの櫛目のちナデ。口縁部外面には

横方向に櫛目を施したのち強くヨコナデする。18は「て」の字状口縁である。19の底部は上げ底

である。20は 内面ハケを施す。21は 「ハ」の字に開く高台部で、釉は体部内タト面と高台内面に塗

布する。22は内面に胎土目があり、16世紀末頃に比定できる。23は丸瓦で凹面布目痕が残るが、

消すように板状工具によるナデを施す。凸面縦方向に板状工具によるナデを施す。24は 凹面布目

の後斜方向にヘラ状工具によるナデ。凸面縄目を施す。25は 凹面布目痕をすり消すように板状工

具によるナデを施す。凸面ナデ。26は 凹面横方向のヘラ状工具によるナデ。凸面縦方向にヘラ状

工具によるナデ。27は 凹面ナデ。全体的に煤が付着する。凸面縦方向にヘラ状工具によるナデを

施す。この遺構は鎌倉時代～江戸時代に比定できる。

S D103

12～ 20H・ I地区で検出した。南西一北東方向に伸びる溝で、検出長38.5m、 幅1.1～ 1.5m、

深さ0。 2～ 0.3mを 測る。埋土は10Y3/1オ リーブ黒色細砂混粘土で、内部からは土師器、瓦器、瓦

質土器、瓦の破片が少量出上した。このうち図化し掲載したものは瓦器椀 (23)、 瓦質羽釜 (29)、

瓦質鉢 (30)、 土師器皿 (31)、 土師器鉢 (32)、 瓦 (33・ 34)で ある。28の 口縁端部は丸 く終わり、内

面に 1条沈線を施す。内外面密なミガキを横方向に施す。29の 端部は尖 りぎみに丸 く終わる。鍔

部は水平に伸び、端部は丸 く終わる。内面口縁部ヨコナデ。タト面強いヨコナデによる凹線状のく

ぼみがある。体部外面横方向のケズリ。30の 口縁部は面をもつ。内面ナデ後見込みから口縁部ヘ

放射状に櫛日(7本/cm)を 施す。外面ナデ。31の 端部は尖 りぎみに丸 く終わる。内面ナデ。外面

口縁部ナデを施し、体部に指圧痕が残る。32は 内面ナデ、外面縦方向の粗いハケナデ(3本/cm)

を施し、指圧痕が残る。33の 凹面は布目を縦方向のヘラ状工具によるナデによりすり消している。

凸面は縄目を縦方向のヘラ状工具によるナデによりすり消している。34は 凹凸面ともにヘラ状工

具によるナデを施す。この遺構は鎌倉時代～室町時代に比定できる。

▼

M° 8

9

第 4図  S K101出土遺物実測図(S=1/4)
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S D104

11,121地区で検出した。南西―北東方向に伸びる溝で、検出長12.5m、 幅0,7m、 深さ0.2m

を測る。埋土はN4/0灰色細砂混粘上で、内部からは瓦器の破片が少量出上した。このうち図化し

掲載したものは瓦器椀 (35・ 36)である。35は 内面横方向のミガキのち平行線状のミガキ、外面横

方向のミガキを施す。36は 内面平行線状のち横方向のミガキ、外面ナデを施す。この遺構は鎌倉

時代～室町時代に比定できる。

S D105

10～ 121区で検出した。南西一北東方向に伸びる溝で、検出長10m、 幅1.Om以上、深さ0。 25

mを測る。埋土は上から10YR5/6黄褐色細砂混粘土、10YR4/1褐色細砂混粘土、N4/0灰色粘土、

N3/0暗灰色シル ト混粘土、5B3/1暗青灰色粘土で、内部からは土師器、瓦器の破片が少量出上し

た。このうち図化し掲載したものは瓦器椀 (37)、 土師器皿 (38)である。37は体部内面に横方向の

ミガキを施す。38は 内外面ナデを施す。この遺構は鎌倉時代～室町時代に比定できる。

2)遺構に伴わない出土遺物

第 4層からは瓦の破片が少量出土した。このうち図化し記載したものは(39・ 40)で ある。39は

凹面布日、凸面縄目を施す。40は 凹面布目、凸面板状工具によるナデを施す。

第 5層 からは土師器、瓦器の破片が少量出土した。このうち図化し記載したものは瓦器椀 (41)

土師器皿 (42)、 土師器鍋 (43)である。41の 高台は「ハ」の字にひらき、断面は逆台形である。見

込みにミガキを平行線状に施す。42は 内外面ナデを施す。43は外上方へ曲がりながら伸びる把手

部。内外面ナデを施す。

第 3 立早 まとめ

今回の調査では、平安時代後期 と鎌倉時代～江戸時代の遺構を検出した。

平安時代後期の遺構は、北に接 している第 7次調査 (O H96-7)で も検出している。また、

今回の調査地では同時期 と思われる瓦器が土坑から出土 していることや、同時期 と思われる瓦が

第 4層内から出土 していることから、今回の調査地にも同時代の集落が存在 していたと思われる。

また、鎌倉時代～江戸時代の遺構についても、第 6次調査 (O H95-6)で検出していること

や、今回の調査地では南西一北東方向に伸びる溝を検出していることから、同時代の集落域が存

在 していたと思われる。

参考文献
・高萩千秋 1994年 「8.老原遺跡第5次調査 (OH93-05)」 F平成5年度(財 )入尾市文化財調査研究会事業
報告』財団法人入尾市文化財調査研究会

・原田昌則 1996年 「5.老原遺跡第6次調査 (OH95-06)」 『平成7年度(財)人尾市文化財調査研究会事業
報告』財団法人入尾市文化財調査研究会

,原田昌則 1997年 「6.老原遺跡第7次調査 (OH96-07)」 F平成8年度(財 )入尾市文化財調査研究会事業
報告』財団法人人尾市文化財調査研究会
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V 老原遺跡第 8次調査 (O H97-8)

付章 老原「五条宮寺」周辺

1)「五条宮寺」について

「五条宮寺」についての記載は F八尾市史』 (昭和33年 11月 刊行)に よる「奈良街道から分か

れて田井中に行 く分岐点のすぐ西南の畑の中に、小さな森と祠がある。里人これを五条宮とよん

でいる。この付近から奈良時代の古瓦が発掘されている。この寺の名は伝わっていないので、五

条宮寺とよぶことにする。(以下略)」 との簡単な記述が晴矢である。昭和52年 3月 に刊行された

F八尾市史 文化財編』においては五條宮古瓦として八尾市田井中 2丁 目の安伝寺 (安偉寺)所

蔵の細弁蓮華文軒丸瓦 (奈良時代後期)の写真が掲載されており、F八尾市史』に記された奈良

時代の古瓦がこれに該当するものと理解される。さらに、昭和63年 10月 刊行の『増補版 八尾市

史 (前近代)本文編』では、遺跡名称を老原廃寺 (五条廃寺・五条宮跡)と して記述されており、

老原 1丁 目地内の田地内にある一辺約 5m、 高さ約 lmを 測る方形の高まりを中心として展開し

たものと推定され、付近から出上した屋瓦やこの高まり付近に「宮後」「北垣内」などの小字名

があることが記されている。

このように、老原 1丁 目付近の田中に存在する方形の高まりを中心として、奈良時代後期の軒

九瓦の存在や「宮後」「宮南方」「五条垣内J「大門」「P]田」等の小字名から寺院ならびにそれら

に関連した建物等が当地に存在したことが想定されてきた。

「五条宮寺Jの位置する人尾市老原一帯は F和名類衆抄」による志紀郡の北東部にあたる。地理

的には、旧大和川の主流である長瀬川の左岸に位置し、地域の北部を奈良街道 (亀瀬街道)が南

東一北西方向にのびている他、村の東部では人尾と旧大和川以南の古市を結ぶ街道が通つている。

一帯は条里制による一町四方の耕地区画がよく残っている地域で、江戸時代には志紀郡に属して

いたが、老原 5丁 目の浄土真宗本願寺派盛光寺所蔵の「親懲上人絵像裏書Jに「天文七年 (1538)

戊成十二月十一日河内国渋川郡老原盛光寺什物Jと あることから、老原の北部が渋川郡との境を

接 しているため、時代により幾分かの変化があつたと推定される。また老原村の南に位置する田

井中村は、伝承によると五条田井中村の古称があり、かつて「五条宮寺」があった付近に村があ

ったが、中世、大和川の決水で南の現在地へ移ったとされている。万治三年 (1660)の老原村免

状 (山 本家文書)に は老原村が東老原、南老原、西老原、五条の四村に分かれていたことが記さ

れており、「五条村」については五条田井中村の廃村後に新 しくできた小村であつた可能性が高

い。なお、天保八年 (1837)の 大塩平八郎の乱

のとき、大塩父子と東組同心渡辺良左衛門は老

原村まで落ちのびたが、渡辺良左衛門は「五条

宮」で自刀したとされていることから、少なく

とも江戸時代後期にはこの付近がこのような名

称で呼ばれていたのであろう。

2)小字名からみた「五条宮寺」について

第 1図で「五条宮寺J周辺の小字名を示した。

明治19年 10月 作成の地籍図を使用 して作成 し

たもので、一町方格地割 りの耕地形態が長地型
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を主体とするなかで、「五条宮寺」周辺の小字は複雑に入り組んでいる。「五条垣内」を中心とし

て東に「宮後」、南に「大門」「宮南方」「宮後」、西に「大上クン」、西から北にかけて「北垣内」、

北に「段ノ下」がある。「五条垣内」「北垣内」のかいと垣内については、近畿地方特有の言いま

わしで、他地域では「堀の内」であらわされている。中世の近畿地方は長期の争乱状態であった

ため、屋敷地を囲む防御施設として堀の存在が必要不可欠で、垣内型集落と呼称される環濠集落

が各地で成立しており、その中核を成す部分が「垣内」と呼ばれている。「大門」については

「五条垣内」に付随した門の位置を示すものと考えられる。「大門」の東西に位置する「宮後」、

南に位置する「宮南方」の小字は「宮」の字を冠するもので、神社が鎮座していた事を重んじた

ことによる小字名と考えられる。「大門」の小字区画内に位置する方形の高まりを神社の名残と

推定すれば、周辺の小字名と符合することがわかる。

3)既往調査と「五条宮寺」について

「五条宮寺」力S位置する老原遺跡の北東部周辺では、昭和56年度に人尾市教育委員会が実施し

た老原 1丁 目42番地の調査を皮切りとして、これまでに大阪府教育委員会、人尾市教育委員会、

(財 )人尾市文化財調査研究会による多事にわたる発掘調査が実施されてきた。その結果、古墳時代

後期、平安時代後期、平安時代末期、鎌倉時代前期、室町時代中期の遺構・遺物が検出されてい
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第1図  「五条宮寺」周辺の小字名について
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V 老原遺跡第8次調査(O H97-8)

る。しかしながら、これまでに出土が報じられてきた細弁蓮華文軒丸瓦 (奈良時代後期)に対応

する時期の遺構・遺物は現時点では確認されていない。このように奈良時代後期については不明

確であるが、出土瓦の存在から奈良時代後期を 1期 とし、以下、平安時代後期を2期、平安時代

末期を3期、鎌倉時代前期を4期、室町時代中～後期を5期に区別して「五条宮寺」周辺での各

時期の推移を考えてみたい。

1期 [奈良時代後期 (8世紀後半～ 9世紀前半)]

これまでに報じられている細弁蓮華文軒九瓦 (奈良時代後期)が唯―の遺物である。周辺の調

査では一様に、平安時代後期以前の地層は細粒砂～粗粒砂が優勢な水成層の堆積がみられ、それ

より下部の調査が面的に実施されていないため、下層に当該期の生活面が存在する可能性も否定

できない。

2期 [平安時代後期 (11世紀後半～12世紀前半)]

第 4次調査、第 6次調査、第 7次調査地を中心に分布 しており、北に隣接し東西方向にはしる

奈良街道 (亀瀬街道)に面して成立した集落であったと考えられる。現時点では東西約180m、

南北約120mの範囲で遺構が検出されている。第 6次調査では複弁 8弁蓮華文軒丸瓦 (P74 第14

図 -75)、 第 7次調査では唐草文軒平瓦 (P89 第12図 -52)が出土しており、付近に屋瓦を用い

た建物の存在が想定される。

3期 [平安時代末期 (12世紀中～12世紀後半)]

当該期の遺構は前代に比して拡大傾向が顕者で、第 6次調査、第 7次調査および東では市教委

平成 7年 (95-319)調査、南では第 5次調査、市教委昭和56年調査で検出されており、現時点

では東西約300m、 南北約420mの 範囲で遺構が検出されている。第 7次調査では花菱文軒平瓦

(P90 第13図 -71)が出土しており、継続して付近に屋瓦を用いた建物の存在が想定される。

4期 [鎌倉時代前期 (12世紀末～13世紀中葉)]

第 2次調査、第 6次調査、第 7次調査で検出されており、居住域は前代と重複するが、分布範

囲はやや縮小 している。第 7次調査では巴文軒丸瓦 (P90 第13図 -70)が出土しており、前代

より継続する建物の存在が想定される。 4期後半の13世紀中葉以降は集落が廃絶しており、この

付近が伝承による五条田井中村であった可能性がある。ただ、この付近での調査では4期面より

上部で決水砂の堆積が確認された例が無いため懐疑的であり全面的には首肯し難い。

5期 [室町時代中～後期 (15世紀前半～16世紀後半)]

当該期の遺構は第 6次調査、第 7次調査で溝を中心とした遺構が検出されている。特に第 6次

調査の西部で検出されたSD-7な らび第 7調査区の北部で検出されたSD-19は規模の大きい

溝である。 6次調査のSD-7が 南北方向、第 7次調査のSD-19は東西方向に伸びるが、両溝

が屋敷地を囲続する堀的な役割を果たしたものとすれば小字「北垣内」の西側および北側を区画

する溝であったと推定される。室町時代～戦国時代の河内地方は、南北朝期の動乱、畠山氏の内

乱に端を発する応仁の乱から戦国時代末期の織田信長の近畿統一に至る約240年 の長きに亘って

戦乱の渦中であつた。当該期の集落の多くは村落全体を囲む防御施設として堀を設けた環濠集落

を形成 している。なお『新版八尾の史跡』では「五条宮址」の記述の中で、「元亀三年 (1572)

頃、三好、畠山の確執から、三好方はここに城を構え、山中彦太郎、赤沢甚六らをして守らせた

ので、これを斡旋するため、南部一乗院などから宥め役として川堤から舟に乗ろうとしたが城中
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から4、 50人打って出、田井中の社、用明天皇の陵の下に休息しつつ、談合 したがかなわず、つ

いに帰ったことがある」と記されており「五条宮」付近がその城の所在地であったとされている。

以上から「五条宮寺」に関連 した建物については、出土した屋瓦からみて、奈良時代後半に建立

され廃絶した後、平安時代後期に再建されて以降、室町時代前期までは存続 したようである。さ

らに小字名に「宮」の字を冠することから、それらの建物の性格としては神社に付随した神宮寺

的な様相が強いものであったと推察される。 1～ 4期においてはこのように、寺社建物を中核と

する集落構成により推移 したことが推定される。ただし、周辺集落が廃絶 した鎌倉時代前期末

(13世紀中葉)以降の屋瓦が出土 していることから、寺社建物としては存続 したのであろう。 5

期とした室町時代中期～後期 (15世紀前半～16世紀後半)に は当該期の趨勢のなかで、「五条宮

寺」を中心として環濠集落化が図られている。その背景には、北に旧大和川・奈良街道 (亀瀬街

道)な らびにそこから南の古市を結ぶ街道を中心とした交通至便な位置にあることの他、「五条

宮寺」を取 り込む形の集落を形成することにより、集団内の結東や神仏庇護的な精神文化が働い

たためであろうと推祭される。明治19年の地籍図によれば、小字「大門」の南半分 (東西約70m、

南北20～ 30m)が山林としての地目で表記されており、現在、田中に残る方形の高まりはその一

部であったと推定される。このように、月ヽ字「大門」の南半分については、明治期の前半まで「鎮

守の森」としての景観を残していたのであろう。

註記

註 1 西岡三四郎 1988「第二章 古代の人尾 第六節 上代の伝説と信仰 三、廃寺址 A大和川沿岸の寺院
址 四、五条宮寺」F人尾市史』大阪府人尾市役所

註 2 西岡三四郎 1977「一、考古出土品 五條宮古瓦」『人尾市史 文化財編』人尾市役所
註 3 吉岡 哲 1988「第五章 歴史考古学からみた人尾 第三節 平野部の古代寺院と行宮跡 (5)老原廃

寺 (五条廃寺・五条宮寺跡 )」 『増補版人尾市史 (前近代編)』 八尾市役所
註 4 人尾市役所 1960『八尾市史』史料編

註 5 棚橋利光 1982「人尾市紀要 第 6号」『八尾の条里制』八尾市市史編さん室
註 6 棚橋利光 1987「 H.志紀 3.五 条宮址」『新版八尾の史跡』人尾市市長公室広報課
註 7 志紀郡老原村地籍図 (明治19年 10月 )八尾法務局蔵  山本荘五郎 山本左太郎 林繁作 大橋重治郎

清水政太郎の各地主惣代名あり。

註 8 武光 誠 1999「 4 武家社会のありさまが地名から浮かび上がる 武家屋敷があったことにちなむ地
名」『地名から歴史を読む方法』mwttE夢 新書

註 9 前掲註 6
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1.本書は、大阪府八尾市八尾木北 3丁 目地内で行つた楠根川改修に伴う発掘調査の報告書で

ある。

1.本書で報告する中田遺跡第10次調査 (N T92-10)の 発掘調査の業務は、八尾市教育委員

会の指示書 (八教社文第110号 平成 4年 10月 7日 )に基づき、財団法人八尾市文化財調査

研究会が八尾市から委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は平成 4年 10月 26日 から平成 5年 1月 22日 (実働25日 間)に かけて原田昌則

を担当者として実施した。面積約370ぽ を測る。

現地調査においては、井上靖啓・垣内洋平 。福島友香が参加した。

1.内業整理は、現地調査終了後、随時実施し平成16年 9月 30日 に完了した。

1.本書作成に関わる業務は、遺物実測―岸田靖子・北原清子・沢村妙子、遺構 。遺物 トレー

スー北原・山内千恵子、遺物写真撮影―原田が行った。

1.本書の執筆・編集は原田が行つた。
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第 1章 はじめに

中田遺跡は人尾市のほぼ中央部に位置する遺跡で、現在の行政区画では中田 1～ 5丁 目、刑部

1～ 4丁 目、八尾木北 1～ 6丁 目の東西1,Okm、 南北0。 9上mがその範囲とされている。地理的には

旧大和川の主流である長瀬川と玉櫛川の二大河川に挟まれた低位沖積地に位置している。遺跡周

辺では、北側に小阪合遺跡、西側に矢作遺跡、南側に東弓削遺跡が隣接 しており、低位沖積地で

ある地理的条件に即応 して弥生時代前期ならびに中期以降に成立する遺跡が多く、考古学的な資

料の蓄積も多い。

当遺跡は昭和45年度に実施された区画整理事業の際発見された遺跡で、昭和47年以降は中田遺

跡調査会・中田遺跡調査センター・八尾市教育委員会 。大阪府教育委員会 。当調査研究会により

発掘調査が継続して実施されてお り、弥生時代前期～近世に至る複合遺跡であることが確認され

ている。なお遺跡範囲のほぼ中央部を縦断して現楠根川が北流している。この楠根川の流路につ

いては、少なくとも弥生時代後期段階には成立していたことが想定でき、現流路より西側一帯に

古楠根川の流域を求めることが可能である。中田遺跡では特に、古墳時代初頭 (庄 内式期)～前

期 (布留式期)において、古楠根川の両岸を中心に数多 くの集落が成立しており、古楠根川が北

目田国
剛 怒

第 1図 調査地周辺図

直じ
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流する小阪合遺跡内においても同様の集落展開が認められている。

今回の発掘調査は、楠根川の改修工事に伴うもので、調査地点の北部では昭和60年 に大阪府教
註 3

育委員会、平成 3年 には当調査研究会が公共下水道工事に伴う発掘調査 (N T91-6)を実施し

ている。なお平成 5年 に実施した本調査の南部に続 く第19次調査 (N T93-19)で は、家形・船

形 。朝顔形・円筒の埴輪類が多量に出土 した4世紀後半の円墳と推定される中田古墳が検出され

ている。

第 2章 調査概要

第 1節 調査の方法と経過

今回の調査は楠根川の改修工事に伴うもので、楠根川両岸の法面

部分の長さ延べ186.5m、 幅 lmを調査対象とした。調査にあたって

は、工事 との関係で調査地の北部を東西方向に伸びる道路を挟んで

南区 (上流側)と 北区 (下流側)に区別 し、南区については平成 4

年10月 26日 ～12月 4日 、北区については平成 5年 1月 13日 ～ 1月 22

日にかけて発掘調査を実施した。

調査の地区割 りは、調査地に沿って東西10m、 南北210mにわたっ

て設定した。一区画単位は10m四方で、東西はアルファベット (A)、

南北は算用数字 (北から1～ 21)で示 し、地区の表示は lA地区～

21A地区と呼称した。地点の表示には、東西線 (XO～ X210)。 南

北線 (YO～ Y10)の交点の数値を使用 した。

調査区は、調査地を横断する道路で北区と南区に区別 した。北区

の調査では、右岸側を5区、左岸側を6区 とした。南区の調査では、

X140ラ インを境に北側約60mと 南側約70mに 三分 し、北側の左岸側

を 1区、右岸側を2区 とし、南側の右岸側を3区、左岸側を4区 と

した。

調査では、楠根川の中央部に鋼矢板を南北方向に打設し、水流を

振 り分ける方法を取 り1区～ 6区の順に調査を実施 した。ただ、左

岸部分にあたる 1区 。4区 ・6区 については当初、調査対象地が楠

根川の法面部分とされていたが、現地での測量においてはその大半

が楠根川の河床部分にあたることが確認された。以上のことから、

1区 。4区 。6区の調査では、河床に堆積 している0.5m前後のヘ ド

ロを重機により排除した後、入力掘削、平面精査を実施 した。右岸

に位置する2区 。3区 ・ 5区の調査では、 lm前後を機械掘削した

後、以下0.5m前後については層理にしたがって人力掘削を実施した。

調査の結果、 1区～ 5区で弥生時代後期末、古墳時代前期前半 (布

留式古相)、 古墳時代中期、近世に比定される遺構、遺物を検出した。

遺物は遺構内および包含層からコンテナ10箱程度が出土している。
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第 2節 基本層序

南北に延べ186.5mに及ぶ調査区の東壁部分で層序を確認した。第 1層 ～第 5層 は比較的安定

した層相であったが、以下は河川の氾濫に起因した水成層の堆積が顕著であった。ここでは、普

遍的に存在した 6層 を摘出して基本層序とした。

第 0層 盛土。層厚0.55～ 0,8m。 上面の標高はT,P,+lo.3～ 10.5m。

第 1層 旧作土。2.5Y5/2暗灰黄色極細粒砂。層厚0。 1～ 0.2m。

第 2層 床土。5Y7/3浅黄色極細粒砂。層厚0,15m前後。

第 3層 N6/0灰色極細粒砂。層厚0,1～ 0。 2m。 古墳時代中期～後期の遺物を含む。

第 4層 5GY7/1明 オリーブ灰色極細粒砂。層厚0,1～ 0,3m。 弥生時代後期末～古墳時代中期の遺

物を含む。

第 5層  2.5Y7/1灰白色極細粒砂。層厚0.1～ 0。 3m。 遺構検出面。

第 3節 検出遺構 と出土遺物

1)検出遺構

。1区

楠根川の河床に設定した調査区で、規模は東西 2m前後、南北61mを測る。調査区が楠根川の

河床にあたるため第 5層 の中位まで削平を受けていた。調査の結果、第 5層 中位 (T.P.+8。 4m)

で古墳時代前期前半 (布留式古相)の溝 1条 (SD-1)と 近世の井戸 l基 (SE-1)を 検出

した。

SD-1

1,2区北部の9A地区で検出した。北西一南東に蛇行して伸びるもので、楠根川による削平

部分を挟んで検出部分で検出長4.3m、 幅2.2m前後を測る。深さについては、 1区で0。 55m、 2

区で0。 85mを測るが、 2区の東壁でSD-1の 上部を東西方向に伸びる鎌倉時代の溝の存在が想

定でき、それにより上部の0,4m程度が削平を受けている。埋土は 1区部分で 8層 に分層される。

遺物は第 1・ 3・ 4・ 6・ 8層 から古墳時代前期前半 (布留式古相)に比定される土器類が多量

出土している。総量はコンテナ3箱程度であるが、その大半が 1区部分から出上している。総数

で69点 (1～ 69)の上器類を図化した。その内訳は壷20点 (1～ 20)、 鉢10点 (21～ 30)、 甕26点

(31～ 56)、 高杯 4点 (57～ 60)、 小形器台 8点 (61～ 68)、 大形器台 1点 (69)である。

1・ 2は口頸部が斜上方に直線的に伸びる精製の直口壷で、直口壷A21こ分類される。口頸部の

みの残存で、 1が口径13.2cm、 口頸部高6.9cm、 2が口径15.8cm、 口頸部高7.7cm測 る。日顎部の

器面調整は、内外面共に横位の密なヘラミガキの後、放射状にヘラミガキを施す。色調は赤褐色

である。3～ 6は長胴で胴部の張りが少ない合部に、短めの口顎部が付 く短顎壺Aに分類される。

5は完形に復元が可能で口径16.4cm、 器高29.8cm、 徐部最大径22,7cmを 測る。底部は平底で裏面

中央部は大きく窪む。 3～ 5の器面調整は外面では縦位のヘラミガキを多用し、内面では 5の 口

縁部のヘラミガキを除けばナデによる調整が行われている。 6については口縁端部が未成形で波

状を成す。器面調整は外面口縁部が右上がりのハケ、体部が左上がりのタタキの後、右上がりの

ハケを全面に施す。内面は口縁部が横位のハケ、体部は上位がやや単位幅の大きい横位のハケ、

中位以下はヘラケズリを行う。色調は3が灰白色、 4・ 5が褐灰色、 6が浅責橙色である。 7は
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X90

1  1

TP+8,00m

m

l N5/0灰色粘土質シル ト    5 5G71明 緑灰色極細粒砂～細粒砂

2 10GY7/1明緑灰色シル ト   6 2.5GY5/1オ リーブ灰色シル ト

3 10GY6/1緑灰色粘土質シル ト 7 N3/0暗灰色中粒砂

4 N4/0灰色粘土質シル ト    8 5GY7/1明 オリーブ灰色粘土質シル ト (植物遺体を多量に含む)

第 5図  1・ 2区  SD-1平 断面図

大形直口壷Aである。復元口径 19。 lcmを測る。口顎部は斜上方へ外反気味に伸びるもので端部は

内傾 して小さく肥厚する。色調は褐灰色で角閃石を含む生駒西掩産である。 8は頸部が直上に伸

びる二重口縁壺 (複合口縁壷Bl)に分類される。口径17.Ocm、 顎部径8,7cmを 測る。器面調整は

ヨコナデによるもので、全体に丁寧な作 りである。色調は淡赤褐色。 9は 口縁部が直上に外反し

て伸びる厚手の複合口縁壷である。復元口径18.6cmを測る。器面調整はナデ。色調は赤褐色であ

る。東四国系のものと推定される。10・ 11は 口頸部が大きく外反して開くもので、口縁端部は外傾

して幅広の面を作る。口径は共に23.4cmを 測る。広口壺D3に分類されるもので東四国系である。k
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器面調整は11の顎部外面に見られる縦位のハケを除けば、ナデを多用している。共に胎土は精良

である。色調は赤掲色である。12～ 20は精製品の小形丸底壺である。全て口径が体部最大径を凌

駕する型式で小形壼 B2に あたる。15・ 16が完形、その他1/2以 上が残存 している。口径9,7～

12.3cm、 器高6.7～ 7.7cm、 体部最大径8。 3～ 10。 7cmを 測る。このタイプの小形丸底壺の器面調整

は、国縁部内外面においては横位の密なヘラミガキの後、内面にのみ放射状のヘラミガキを加え

るものが大半を占める。体部外面においては、一次調整として下半を中心にヘラケズリにより平

滑にした後、二次調整として横位にヘラミガキを施すものと、一次調整として下半にヘラケズリ、

中位・上位にタテハケを施した後、二次調整として横位にヘラミガキを施すものがある。12～ 14

は体部内面を中心に漆が付着しており、漆容器としての機能が想定される。21～ 26は半球形の体

部に二段に屈曲する口縁部が付 く精製の小形鉢である。鉢H21こ分類される。口径13.9～ 18.4cm、

器高5,6～6.5cmを 測る。23がほぼ完形である他は1/4～ 1/2程度が残存している。体底部外面がへ

ラケズリの他は、横位の密なヘラミガキを多用するもので、25・ 26以外は内面体部に放射状のへ

ラミガキを施す。色調は淡責橙色～赤褐色である。27・ 28は 半球形の体部に斜上方に短 く内湾気

味に伸びる口縁部が付 く小形の鉢である。鉢 Hllこ 分類される。27は 1/3、 28は完形で口径13.9

cm、 器高6.9cmを 測る。器面調整は体部外面および口縁部内面にハケを使用 している。色調は灰

白色。共にスコープにより角閃石の合有を認める。生駒西麓産。29は半球形の保部に直口の口縁

部が付 く小形の鉢である。復元口径17.3cmを 測る。色調は淡灰色。30は小形鉢である。底部が尖

り気味で終わる浅い椀形で、内傾する端面に一条の凹線が巡る。体部外面の上位以下はヘラケズ

リの後、幅広のミガキを横位に行っている。体部内面はナデの後、放射状ヘラミガキ。形態的に

は瀬戸内地域から北部九州の広範囲にかけて分布 しており、河内地域では庄内式新相～布留式古

相にかけて出土例があるが量的には僅少である。本例は角閃石を含む生駒西麓産で、色調は褐灰

色である。

甕は26点 (31～ 56)図化した。31～ 44は球形の体部に「く」の字に屈曲する口縁部が付 く河内

型庄内式奏である。体部上半に右上がりの細筋タタキを施した後、左上が りないしは垂直方向に

ハケ調整を施すもので、41～ 43の ようにハケメが体部下半に及ぶものを除けば、ハケ調整はタタ

キが行われた体部中位付近で終わるものが大半を占めている。体部内面の器面調整はヘラケズリ

が多用されており、器壁は2～ 3 Hm程度と薄い。ケズリの方向は下位から中位においては下方か

ら上方に向かって施されるものが多く、上位については左から右方向に向かって削る指向のもの

が大半を占める。口縁部は42を 除けば鋭 く「く」の字に屈曲する形態のものが大半で、端部は内

傾 して刻ヽさな面を形成している。44は小形品で口径15.Ocm、 器高17.2cmを測る。色調は浅黄橙色

～褐灰色。胎土中にスコープで確認できる角閃石を含有している。生駒西麓産。これらの庄内式

甕は河内型庄内式甕の最終段階の形態で甕B4に分類される。45046は 河内型庄内式甕の形態を

維持するものの、体部外面のタタキ調整を欠き布留式甕の属性の一つである体部外面にハケによ

る調整を行う特徴を持つもので、布留式影響の庄内式甕に区分される甕Dに あたる。色調は45が

灰白色、46が淡灰橙色である。共に非生駒西麓産である。4フ～53は 球形の体部に口縁屈曲部の湾

曲化と口縁端部の肥厚、さらには体部外面の器面調整がハケに画一化される等の諸属性を持つ布

留式甕に分類される。色調は47・ 50・ 51が淡灰褐色、他は灰白色。胎土中にスコープにより角閃

石の含有が認められるものは50・ 51で、他は非生駒西麓産である。体部の球形化、口縁端部の肥厚
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第 6図  SD-1出 土遺物実測図-1
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Ⅵ 中田遺跡第10次調査 (N T92-10)

0                  1o                20cm

第 8図  SD-1出 土遺物実測図-3

-115-


